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	『夢見る小鳥は桜の園で』
プロローグ
１：俺の嫁が嫁に！
２：俺の嫁は何者？
３：俺の嫁の母
４：俺の嫁と手を繋ごう！
５：俺の嫁
エピローグ
『夢見る小鳥は桜の園で』
　注釈：高たか梨なしリコシナリオ、エンディング
　
　夕焼けの中で、リコは俺に言った。
『……ありがとう、翔しょう太た』
『あなたのおかげで、頑張れた』
『ねえ、覚えてる？　人の想いが世界を変えるって昔誰かが言ってたよね』
　そんなロマンティックなこと、誰が言ったっけかな。
『そりゃ……商店街のおっさんだ』
『ふふ、ショッピングセンター、追い返しちゃったんだよね』
『俺はショッピングセンターのほうがよかったな』
『もう、翔太ったら……人の想いが、世界を……』
　リコは思い詰めたように俯いて、黙り込む。
『どうしたんだ？』
『ねえ、私の想いも、世界を変えられると思う？』
『……さあな。それが本気なら、変えられるかもしれないな』
『じゃあ、お願いしてみようかな』
『なんだ？』
『翔太も手伝って？　一緒にお願いして？』
　リコがお願いなんて珍しい。やっと、最近のことから脱出できるのだろうか。
『ああ、いいよ』
『翔太と、ずっとずっと幸せに暮らせますように』
『……』
『どうしたの？』
『願ってくれないの？』
『ば、ばか。よくそんなこと大真面目に……』
『真面目だよ』
『……ぐ』
　だとしても。
　だとしても、そんな恥ずかしいことを堂々と言うなんて……
『早く言ってほしいな。じゃないと、消えちゃうかもよ』
　でも、やっと帰ってきたんだと思う。
　昔からの俺の幼馴染、高梨リコが。
『……いや？』
『願うよ』
『本当に？』
『願う』
『じゃあ、こっちに来て、抱きしめて？』　
　希望に満ちた彼女の顔は。
　とても……
　とても輝いていた。
　
　

プロローグ
　
　この話を始める前に、あるゲームについて説明する必要がある。エロゲーマーなら当然知っているべき名作中の名作、いわゆるひとつの神作品だ。同人あがりのプリズムサンシャインソフトが商業デビュー第一作を引っさげて、その年の最高売り上げを叩き出した。去年のエロゲーオブザイヤーを当然のごとくさらい、プリズムサンシャインソフトは一気に有名ブランドに成り上がる。
《夢見る小鳥は桜の園で》という学園恋愛アドベンチャー。タイトルくらいなら聞いたことないヤツはいないと思われる。略称《るはので》。いわゆる典型的な泣きゲーだが、六人いるヒロインの女の子との個性的で美しいストーリーはプレイヤーを涙の海に引きずり込んだ。あざといながらもうまいテキスト運びは、同人時代から同ブランドの看板ライターを勤めていた真島涼りょう真しんによるもの。あんまりネタばれするのもアレなんで、んでもって今回は全員が関係してくる話ではないのだからして、ヒロインの紹介はひとりだけにしておく。
　高梨リコ、というヒロインがいる。主人公の幼馴染の癖にサブヒロイン。人気投票も三位という可もなく不可もない普通のキャラだ。小さいころに両親と死別し、爺さん婆さんの下で育てられた主人公は、宝くじで大当たりしたのを期に自分の家へ戻ってきた（別に爺さん婆さんのもとが嫌だったわけではなく、これを転機として再スタートしようとしたのだ）。シナリオは彼が十年ほど放置されていた（実際は爺さん婆さんがたまに手入していた）自宅の前に立っているところから始まるが、そのときに会うのが学校から帰ってきた隣宅の高梨リコ、いやさリコたんなのである。
　リコたんはなにくれとなくひとり暮らしの主人公の世話を焼き、二人はどんどん親密になっていくが……という内容だ。ここで俺がなにを言いたいのかっていうと、これはゲームなんだってことだ。
　当たり前だって？
　当たり前だ。こりゃゲームのあらすじだ。
　そこでちょっと想像してほしい。
　例えばだね、母ちゃんがだよ。ベッドの下に大事に大事に隠していたエロ本を整理している場面に出くわしたらどうする？
　いや、別に母ちゃんじゃなくたっていいんだが、男子高校生の部屋にあるエロ本をあさるのは、同じクラスの男子じゃなけりゃ母ちゃんくらいしかいないからな、普通は。そういう奇特な姉ちゃんがいるならそれでもいい。ちなみにウチの姉ちゃんはエロ本の整理とかはしない。
　母ちゃんっていうのはどうしようもなく息子の性癖を知りたがる生き物だが、そこにロリの気があるマンガ雑誌が出てきたらいい反応は期待できないだろう。牛乳を拭いたあとの雑巾を見るような目が想像できると思う。その夜はもちろん家族会議で、俺の宝物はリビングのテーブルに広げられ、俺をゲロかミトコンドリアかとでも言いたげな姉ちゃんのため息、今にも怒鳴りそうな父ちゃんのやけに気になる指。コツコツとテーブルを叩いている。三十分ほど無言で時が流れたあと、父ちゃんはついにこう言うんだ。「クズめ」
　ぎゃああああっ！　はっ、いやいや、今はそういう時間じゃない。実際のとこ俺は母ちゃんがエロ本を片付けているところに遭遇したわけではないからして、家族会議も起こらないのである。
　え？
　そうそう、なんでこんな話をしたかだ。よく聞いてほしい。笑ってもいいけど、どうせあとで笑えなくなる。母ちゃんっていうのは息子のエロ本を整理したがる種族だが、俺が遭遇したのは母ちゃんじゃなかった。
　俺の部屋でエロ本（ロリってレベルじゃねえ）を整理していたのは……こんだけ前振りすればわかると思うが……
　
　

１：俺の嫁が嫁に！
　
　さて、今日は期末試験なわけで、それも最終日なわけで、つまり明日は休みの上に昼を過ぎて少しした今はすでに放課後だ。チャイムが鳴ると同時に教室を飛び出した俺は、途中で今週発売のラノベ（「クリティカル・バレットⅣ」「間違えないでよ、アタシとキミを！２」「あんふぁみ・ぷりんせす！」）と、家からすぐそばのコンビニで棒つきキャンディを二袋買い込み、我が家のドアを開いた。中から掃除機の音。母ちゃんが暇をもてあましているんだろう。昼飯時に帰ることは知っているので、チャーハンでも作ってくれてるはずだった。それをムシャムシャ食い、その後は引きこもって読書三さん昧まいであります、少佐。なんという完璧なプラン。
「ただいまー」
　カバンを放り出して、歩きながら靴下を脱ぐ。家に帰ったらまず靴下を脱がないと気がすまないのが俺だ。特に体の末端に汗をかきやすい体質の俺は、一時間も靴をはいてたらびちょびちょに濡れて気持ち悪くなる。どうでもいいか、そういうのは。
　二階への階段と居間のドアをスルーし、廊下の突き当りを右に曲がるとトイレと風呂場、ついでに洗濯機がある。左はリビングと直結したキッチンだ。洗濯機に靴下を放り込むと、そのままキッチンに入り込んだ。
「ただいまー。母ちゃん、メシはー」
　母ちゃんが顔をあげた。
「あら、翔太。帰ってきたんならただいまくらい言いなさいよ」
「言ったって。ねえメシメシ」
「レンジにチャーハンあるわよ」
　高校生の昼飯はいつだってチャーハンなのである。うまうま。
「あらあら、帰ってきたってことはもうこんな時間」
　掃除機を止めて、母ちゃんはパタパタと歩き回りだした。なんだか知らないが、表の車から山のようなビニール袋をおろしている。
「夕飯の用意しなくちゃ」
「いやそれは早い」
　つっこまざるを得ない。
「なに言ってんの。今日は豪勢にしなくちゃ。ええと、六人分ね」
　通常ここに生息する奈な宮みや家は四人である。父ちゃん、母ちゃん、姉ちゃん、俺だ。それが二人増えるとなると……
「ああ、じいちゃんたち来るの？」
「明日ねぇ」
「やっぱ早いよ作るの!?」
　母ちゃんがおかしくなってしまった。見ろ、常識的な俺のつっこみを全く理解できていない。変な顔で俺のほうを見てくる。そんな純粋な目はやめて！　ため息をつかないで！
「あんたねぇ、いくら人生に一度だからって、そんな浮かれてどうすんの」
　むむむ、話が見えない。なんかのイベントがあるとは聞いてないし、まさか期末テスト終了のお知らせで宴会するわけでもないだろう。ていうか人生に一度ってなんだ？　ま、まさか……脱・童ていやいやいや、相手が母ちゃんとか残念すぎるだろマジで。常識的な家族はそんなことしません！　姉ちゃんもナシでお願いします。常識的な家族は（略）
　とはいっても、一生に一度しか経験しないようなことって童貞捨てる以外にはなかなか思いつかないな。いろいろありそうだけど俺の頭はそういうことでいっぱいですから、聞かなきゃわかんないんだな。
「なんかあったっけ？」
「あんた、あんまりそういう態度だと逃げられるんだから、ふざけるのも大概にしなさいよね」
　超怒られてる。そこはかとなく理不尽で辟易する。しかし名探偵奈宮翔太の耳にかかれば、今の母ちゃんのセリフからひとつの重大なヒントをすくい上げることができるのだ！
　簡単なことだよワトソン君、大事なのは《逃げられる》という箇所だ。しかも俺の態度で。相手が人間だとわかるね。無生物（ですらなく、「チャンス」みたいな抽象的な物）という可能性も普通はあるが、母ちゃんはそういううまい言い回しはできない。俺の態度で逃げるんだから人以外の動物とも考えにくい。すると、奈宮家以外の二人が今日の夕食に参加するのだという推理が成り立つわけだ。しかも人生に一度。母ちゃんから見ると俺は浮かれているらしい。すなわちだな……
　誰か芸能人でもくるのか？
　それなら豪勢な食事を作るのもわかるし、家を掃除して回っているのもわかる。
　うん、そうだ。なんかテレビの企画で芸能人が来るんだろう。個人的にはマジで心から思い切り勘弁願いたい。根っから引きこもり体質の俺はテレビになんぞ出たくないのである。主にアニメ見てるだけで結構。
　幸い姉ちゃんがテレビ映えする美人だから、そういうのはみんな任せちゃって俺は貝のように閉じこもっていよう。家族にとってもスタッフにとっても視聴者にとってもそれがベストだ。
　そうとなれば特に問題はない。さっさと部屋に戻って、ジャージに着替えてごろごろするのだ。試練のあとの怠惰をむさぼる権利は誰も侵害できない。試練というか試験。
「母ちゃん、チャーハン部屋で食うよ」
「やめなさい、そういうの。荷物とか置いてきて、ここで食べるの」
　しつけには厳しい母ちゃんであった。部屋を出ようとしたところで、にょっきり顔を覗かせて、
「あ、そうそう、来てるわよ」
「……なにが？」
「なにがって、やだねぇこの子は、ホホホ」
　なんだこの母ちゃん。ド下手な演技ぶった笑い方で口に手なんかあてやがって。自分は全部知ってるんですからねとでも言いたげな意地の悪い笑みだ。
　それ以上なにも言おうとしないので、俺は諦めることにした。どうせなにかはすぐわかる。荷物か、そうじゃなくても荷物だ、きっと。通販とか届く予定はないけど、懸賞でも当たったのか？
　玄関にはなにも届いていない。母ちゃんがいらん気を利かせて部屋に持っていった可能性もある。むしろさっきからの態度を見れば、その可能性が高そうだ。なにが届いてても驚いたりなんかしねーからな、悔しいし。
　うむ、腹が減った。さっさと荷物を置いてチャーハンを食べよう。そうすることでより早く読書にとりかかれる。アタキミはどうせデキが悪いから、先に読んでネットでこき下ろす。何を隠そう激辛レビューのニョンタンとは俺のことだ。伊達に読み漁っちゃいないぜ。金はないが、学校の仲間と被らないように分担することで常人の数倍のタイトルを読むことができる。たまにアタキミのような見えている地雷も買わなきゃならないところが面倒だが、こういうのはレビューを書いてて楽しいから可だ。
　迷うのはクリティカル・バレットとあんふぁみだが、多分あんふぁみを先に読む。タイトルの軽さと二次元少女が三次元になるというありがちなあらすじからして、一時間強で読み終わる毒にも薬にもならない萌え系だ。こういうので重要なのは女の子のキャラクターで、ひとり好きなキャラができればそのために続刊を買うモチベーションが生まれるというもの。ぜひ幼な妻系がいてくれることを願う。クリティカル・バレットは現代アクションものだが、作者が公言しているとおり、今回を含めあと二冊で完結予定である。人気タイトルでアニメにもなった作品にしては早い終了だが、いい加減敵の大ボスも出てきているので引き伸ばしても仕方ないという判断か。文章に癖があってとにかく読みにくいので、最後に回したほうが無難である。
　そういうわけで読む順番はアタキミ、あんふぁみ、クリティカル・バレットとなったわけで、なれば行動は迅速だ。ドアを開けてカバンを放り投げ、腹を満たしてダイブ・トゥ・ラノベ！
　俺はドアを開けた。
　女の子がいた。
　
　しかもエロ本を整理していた。
　
「うおおおおおおい！」
　思わずつっこんでしまった。魂の叫びである。女の子がこっち向く。
「あ、お帰り」
「おっ、おま、俺の墓まで持っていかざるを得ない秘密を……って」
　ここに異常を感じなくて、そのほかのどこに感じろっていうんだ。
「だ、だ……」
　おかしい。なにかがおかしい。まずこの奈宮家に、俺の部屋に見知らぬ女の子がいるのがおかしい。親戚の中に何人か同年代はいるが、そんなレベルでなくおかしい。なぜって、ぜんぜん知らない子だ！　俺のキャッチ・シェイプ・センスをなめるなよ！　まず下から、白いニーソックスに細い足。この辺の学校のものではない、紺色に白のチェックのスカートはやけに短い。どこに連れて行っても校則違反ものだ。上半身はぱりっとしたスクールシャツで、袖のあたりにラインが入っている。少し細めの、スカートと同じ色のタイが珍しい。全体的に体のラインをトレースしてるかのような不思議にエロい制服から細い首が伸びて、かわいい顔が乗っている。かわいいというのは大事だよ、マジで。髪の毛は茶色のボブで、前髪が目にかからないように地味目のピンで留めていた。どこからどこまでも美少女だが、手にはロリもののエロ本。
「だ……だ……」
　さっきから言葉が出ない。誰だ、と言いたいんだが、不思議と言えない。こんな知り合いは、特に部屋にあがるような知り合いは、あまつさえ女子の知り合いはいない。こんな制服も近所にはない。でも俺は知ってるんだ。なんでか知らないがこの子を知ってるんだ。知らないはずなのになぜか、頭のどこかにひっかかっている。名前も知らないこの子が……いや、やっぱ名前も知ってるぞ。
　どこで知ったんだっけ。ちくしょう、なんかおかしい。笑顔のまま目の前に立っている女の子を、つい最近見た気がするんだ。
「……だっ」
「だ？」
　がちゃり、と俺の中でなにかが噛みあった。この声、間違いなく聞いたことがある。ちょっと幼い、でもあんまり媚びてないから「影が薄い」と言われがちの、でも俺にはクリーンヒットの……待てよ。言われがちって、誰に言われてるんだ？
　誰ってそりゃあ……ネットの、
「う……うわああああああっ！」
　恐ろしいことを思い出しかけている気がする！
　いや、思い出すというより……そうだ。全く無関係な二つの事柄がひとつにまとまる、そしてそれがありえないことで、絶対にないことで、フィクションで、ギャグで、そういったものですまされるようなことだから、だから……
「ないっ！　ない、ないぞっ！　ないんだ！　こんなことがあってたまるかっ！」
「ど、どうしたの？」
「わわわわわわーわーキコエナイキコエナイ！」
　耳を塞ぐ。目も閉じる！　これは当たり前のことだ！　俺はエロゲーと童貞をこじらせてとうとうリアルとフィクションの区別がつかなくなっちまったんだ。なんてこった、ゲーム脳は本当だったんだ！
「こんなマンガみたいなことがありえるはずないんだ！　いいかよく聞け俺！　いくら俺がどうしようもないオタク野郎で童貞で未成年の癖にエロゲーやりまくって嫁が五十人超えてたって、こういう安易な展開は絶対に許すことはできんのだ！　ニョンタンの名が泣くぞ！」
　ニョンタン！　ネットのラノベ界隈に現れた現役高校生レビュアー四人衆の中でも圧倒的辛口でいくつもの駄作凡作を切り捨ててきたニョンタンが、まさかこういう願望を持っていたと知られたらもう引退ものだ！　くそ、でも頭の中でがちゃがちゃとパズルが解けていくのを止めることができない。至ってはいけない答えに、俺は至りつつある！
「そうさ！　確かに彼女は俺の嫁だ！　単なる性欲だけじゃない、愛していると言ってもいい！　毎晩起動してはひとしきり愛でたり何度もシナリオやり直したりしてるさ！　でも、でもだからって！」
「……あの」
「そう、幻覚だ今見えたのは！　幻覚に違いない！　ここで目を開ければいつもの俺の部屋さ！　もちろんあるのはパソコンとベッドと本棚とラジカセと地球儀と、えーとあとは、そうだるはのでのポスターだ！　そうだ、ポスターを俺は見たんだ！　ポスターには全身がうつってるからな！　等身大だ！　だから現実にいるように見えたんだ！　ナイスだ！　そこまでイマジネーションが発達してるならいずれ魔法使いになれるな！　わかった、目を開けるぞ！　よし、開けるぞ！　それ開けるぞ！　さん、にい、いち！」
　開けた。
　いた。
「……ぐぐ」
　しかもまだエロ本を持っている。
　口をぽかんと開けて俺を見ている。さっきの笑顔はない。こりゃドン引きだな。
　しかし、これは……認めたくはないが……
「……た、高梨……リコ……？」
「え？　う、うん……そうだよ」
「うっわあああああ！」
「ひっ？」
　認めちゃ駄目だ！　認めちゃ駄目だ！　目の前には確かにリコたんがいる！　リコたんといえばるはのでのキャラで主人公の幼馴染だ！　でも、そうだ、いいか？
　彼女はエロゲーのキャラなんだよおおおお！
　はっ。
　いや待て。これは罠だ。
　どっかでカメラが回ってるぞ。俺がリコたん萌えだと知っていて、こうやって笑い飛ばすために仕組んだ罠だ。ちくしょう、あまりにもリコたんが似ていて取り乱してしまった。
　これは笑われる、あとで。
　そうさ、これは、この子は高梨リコなんかじゃない。ただのコスプレ少女だ！　やたらめったら似てるが、だからこそ俺は一瞬でも信じかけてしまったが、気づいてしまえば終わりだぜ。
　コスプレは時たま奇跡のようなデキのヤツがいる。瓜二つとしか思えないような容姿の、体型の、雰囲気の子もいる！　それ自体は非常に珍しいが皆無ってわけじゃない。
　だが！　だがしかしだ！
　キャラとコスプレの境界線は確かに存在するのだ！　絶対にコスプレイヤーが真似ることのできない、そしてキャラをキャラ、リコたんをリコたんたらせる重要な要素！
　声だ！
　ぬははははは、コスプレ敗れたり！　悔しかったらむつみまつりの声を真似してみろってんだ！　これがデビュー作だからサンプルは少ないし、そもそもあまり作っていないと思われるあの声を声帯模写することは異様に難しいんだ！　ふぃーっ。危ねぇ危ねぇ。今日も俺はひとつ困難を乗り越えてしまったぜ。
「あ、あの、落ち着いた？　本当に大丈夫？」
「あばばっばばばばばあああ！」
　駄目じゃねーかむつみまつりの声じゃねーか！　むつみソムリエの俺が聞き間違えるわけがない！　てかさっき、俺はこの声で彼女を認識したんだよ！　いやささっきは、あまりのショックにぜんぜん別の声がむつみ声に聞こえたといいわけができなくもない。でも今のは駄目だ、決定的だ！　いったん警戒した俺が聞き間違えることなんか天地がひっくり返ってもないね！
　……で？
　だとすると、どうなるんだ？
「……え、マジ？」
「いや、私のほうが聞きたいんだけど」
「リコたん？」
　頷くリコたん。
「高梨のリコたん？」
「その、たんってなに？」
「いやこれは愛情表現というか紳士のたしなみというか……てかなんで俺のエロ本」
「なにってこの本……っ！」
　なにか言おうとして、顔が真っ赤に染まる。両手にさっきから持ってる俺のエロ本を机の上に乱暴に置いた。
「こ、こ、これ！　ちょっと部屋掃除しようと思ったら、その、見つけちゃったから！」
　う、うぐ。これは見たことある。
　主人公の部屋に隠しているエロ本を見つけるってイベントがるはのでにはある。そのときの反応がまんまだ。相当研究してやがるなこれ。
　そう、このコスプレは確かに完成度が高い。見た目も声もまんまリコたんだ。
　だが誓って言うね！　コスプレだと！　むしろここまでそっくりな女の子がいたってことにびっくりだが、あいにくと俺は三次元に興味はないんでね！　俺の好きなリコたんでドッキリかけて恥かかせようなんて低レベルすぎるぜ！
　まあ、完成度の高さは認めてやろう。さっきの醜態も一本とられたってことにしといてやる。
　だがここからは別だ！　演技が過ぎたな！
「は、ははん？　掃除ね、なんで掃除なんかしてんだ？　勝手に人の部屋に入って」
「……う、それは」
　ケケケ、ここから俺の推理力は爆発だ！　どうすれば効果的なドッキリを仕掛けられるか！　ドッキリっていうのは難しい。ただ単に相手を驚かせるだけじゃセンスのかけらもない。そこに至るまでのストーリーや先触れの部分から視聴者を楽しませる必要があるんだ！
　ではどうするか？　そのために隠しておいたエロ本というアイテムは必須である。エロ本を整理して机の上に置いておく。帰ってきた俺はそれを見てビビる。観客はまずここで大笑いだ。それ以前に、この仕掛け人がエロ本を詳細にレポートすることで笑いがとれるし、モザイクのかかったエロ本が机の上にあるっていう絵面だけで十分シュールだ。エロ本を見た俺は母ちゃんに怒鳴るか、気まずくなってドアを閉める。ここでどっちに転がっても笑いがとれるって寸法だ。情けないのにはかわりがないからな。
　そして極め付けがリコたんである。彼女がいきなり部屋に入ってくれば、俺が狂喜乱舞して襲い掛かると考えてやがるんだ！　はかない夢を見てしまったオタクを見て全国の視聴者は笑うわけだ。なんて国だ。俺の人生にトドメをさそうとしてやがる。
　そうか、それだと母ちゃんの行動にも説明がつくぞ。今日の晩御飯にそのテレビの司会者なんかが同席するってわけだ。つまり母ちゃんも仕掛け人だ。浮かれてるとか言いやがって、あれも仕込みのつもりだったな。残念でした！
　……にしてもよく似てるな。
　恥らって俯く姿は立ち絵そのものだ。ここまで研究されていると、いくらいたずらとはいえ賞賛したくなるほどだ。さすがプロってやつだな。
「あ、あのね。おばさまが驚かせてあげなさいって。ほ、ほら、私はそういうのよくないって思ったんだけど、でも」
　おばさまときた。ばれてもあくまで演技を続けるつもりだな。
「でも？」
「でも、これから一緒に住むんだから……パートナーの部屋くらい見ておくようにって」
「なるほど？　一緒に住むパートナー……ん？」
　変な単語がいくつか聞こえた気がする。
「あ、うん。ちょっと急で、慶子さんが翔太には黙ってなさいって、や、やっぱりね、私、ちょっと後ろめたかったんだけど、でも、なんかちょっと楽しくって、でもね、うん……やっぱり、まずかったよね」
「ちょっと待て待て、待ってください」
「どうしたの？」
　話が見えなくなりつつあるぞ。なんだこの台本。どういう言い訳なんだ？　姉ちゃんの名前も出てきたし、まさかこの子のアドリブってわけでもなさそうだけど、でもなんだ。
「一緒に、住むの？」
「うん」
「どうして」
「どうしてって……もう、翔太ったら」
　おい、どうしてそこで恥らうんだ。やめろ！　わがままな園児をほほえましく見るようなその目をやめろ！
　ぐぐぐ、この先を聞くととんでもないことになりそうだ。テレビの企画でも許されざる、俺の日常を破壊するような一言が飛び出してきそうである。そもそも、今頃はすでにテレビ見ながらチャーハンを食っているはずであり、この時点で俺のスケジュールはわずかながら乱されているのだ。これ以上得体の知れない他人の事情に巻き込まれてたまるか！
「……むぐ」
「私に言わせるの？」
　うがああああ！　その反応はなんだ！　俺が事情を知っているみたいじゃないか！　さっぱりだよ！　この一週間、俺はなにも聞かされていないし、今日も普通に学校に行ってテスト受けて、帰りにラノベを三冊と棒つきキャンディを買って帰ってきただけだ！
「……」
　聞いてはいけないと本能が警告する。しかしだな、このままこのリコたんコスプレを部屋から追い出しても事態は解決しない。部屋に侵入されているということは、撮影用の隠しカメラなんかがいくつも隠されていておかしくない。追い出したあとの俺のプライバシーはかけらも存在しないし、ここからの俺の一挙一動は笑いの種に錬金術のごとく変換される。
　だからここは、相手の意図を聞いておかねばならないのだ。
　きっとそうだ。これがドッキリなら、この時点で勘弁してくれ。階下にスタンバイしているスタッフが時代遅れの「ドッキリ」ボードを持ってなだれ込んできてくれ。それで俺のパートはおしまい。俺は激怒してその後の撮影には参加しない。ぐはは、これだ。もう妥協してやるよ。テレビにうつった俺を笑うがいいさ。しかし聖域は汚させんのだよ！　俺のリコたんをもてあそびやがって！　万死に値する！　いいか、この次の言葉を言ったらさっさと出て行くんだぞ！
「本当に、言うの？」
「ああ、一緒に住むって、なんだ？」
「……いじわる」
　……と、ここで俺は、いきなり後悔に襲われた。確証があったわけじゃない。
　でも、さっきの本能に従っていれば、こんなことにはならなかったかもしれない。
　結局変わらなかったかもしれない。
　でも俺は、もう戻れない扉を開いてしまったかのような。
　リタイア不可能のお化け屋敷に足を踏み入れてしまったかのような。
　入試をすっぽかして寝ることを決意したかのような。
　遡及不可の選択を、
「いじわるだけど、それも翔太だもんね」
　俯いていたコスプレ少女は、顔をあげると笑顔を見せた。
　なんの裏も見えない、ディスプレイの向こう側から投げかけられるものと全く同一の、
「私、高梨リコは、あさってをもって奈宮リコになります。ふつつかものですが、どうぞよろしくお願いします」
　形式ばった言葉で、おずおずと頭を下げる少女。
「……えへへ、どう？」
　なんだこれは。
　今の言葉で全部理解しろってのは無茶だ。
　でもなんか、ちょっと、うっすら理解しつつある自分が嫌だ。
「な、奈宮って……まさか、養子に」
　少女……もうめんどいからリコたんでいい。リコたんは目を丸くしたあと、頬を膨らませる。
「翔太。せっかく私が、は、恥ずかしいのに言ったんだから、冗談はやめて」
　冗談だと！？
「そ、そそそうだな。養子じゃないなら……」
　落ち着け俺。これはただのドッキリだ。ここで戸惑っては俺以外の人間を喜ばせるだけである。ここはオタク的なキモいノリのよさを見せ付けて、放送できないようにしてしまうべきなのだ！
　つまり！
「そーかぁ！　俺の、お、お、およ、お嫁さんってことか！　ああなるほど！　そりゃめでたいですなフヒヒ！　あのリコたんがお嫁さん……こ、これは辛抱たまらんでござる」
　ど、どうだ！　このキモさを全国ネットで晒せるなら晒すがいい！　整えればイケメンという良いのか悪いのかわからん評価で噂の俺だが、ことリミッターを解放したら一般人なんぞ屁でもねぇ！　全日本フヒヒ選手権大会で優勝もできるぜ！　なに考えてるか自分でもわからなくなってきた。
　……しかし、これでリコたんは確実にドン引き……あれ？
「……あの、もしもし」
　リコたんは再び俯いて、両手で顔を覆っていた。
　やばい。
　これはやりすぎだったか。いきなり見せ付けてしまったショックにＳＡＮ値が一気に下がってしまったか。女の子を泣かせるという不名誉がお茶の間に流れるのはさすがに擁護不可能だ。部屋から一歩も出られなくなってしまう。
「……え、えーと、ごめん。その」
「……しい」
「ん？」
「……そうだよ。嬉しいの、私。お、お父さんがいなくなっちゃってから嫌なことばっかりで、でも、でも、翔太のうちは暖かかった。だから、私、嬉しい」
　待て。
　落ち着け。
　話せばわかる。
　ちょっと待てよ、これマジ泣き？　演技だったらオスカーものだぞ。しかもなんか泣く理由がどことなくポジティブで、それに嬉しいってなんだ？
「そうだよ。私、翔太のお嫁さんになるの」
　いやいやいや。
「……こ、これなんてエロ……」
　いかん、リコたんに押され気味だ。例のセリフで場を寒くすることもできない。というかリコたん、物理的に近づいてきている。
　どうするべきなんだ俺は？　さっぱりわからん。動けない。リコたんが手で涙を拭く。その手を俺の手に重ねる。胸元まで持ち上げて。両手で包む。デジャブだ。これは、ちくしょう、これは、るはのでのリコたんルートのエンディングじゃないか！　リコたんは夕焼けの丘で「じゃあ、こっち来て、抱きしめて」と両手を広げる。主人公はリコたんを抱きしめ、その後二人で手を握りあって今ここな！
「翔太の、お嫁さんに」
　このあとの展開はなんだった？　このあとリコたんはなにするんだった？　そうだ、ゆっくりと主人公目を閉じて、
　いや、え？
　気づいたら、リコたんの顔が目の前にあった。
　そして、口に、なんだか柔らかな……
　
　階段を転がり落ちた。
　意味がわからん、さっぱりわからん。最近のドッキリってのはキスまでしやがるのか？　こういうのの仕掛け人は無名のアイドルやら役者やら芸人を使うのがデフォだが、いくら仕事を選べないからといってそんなことまでするのか？　ゴールデンのバラエティは反吐が出るほど嫌いだが、こんなことなら見ておくべきだった！
「母ちゃん母ちゃん！」
　母ちゃんを呼びながら、俺は家中のドアというドアを開ける。どこかに撮影スタッフが隠れてるはずだ。そうでなくてもカメラがあるはずだ！　こうなりゃ醜態なんて構うもんか！　この異常事態を解決してさっさと安心したいんだ！
「なにようるさいわね。リコちゃんには挨拶したの？」
　母ちゃんが台所からにゅっと顔を出す。このクソババめ、全部知っていやがるくせに知らん振りしている。あんまり酷いと俺の敵に認定するぞ！　ＤＶしてやるぞ！
「あんた、なにしてんの？」
　押入れにも風呂場にもいない。カメラもなさそうだ。いやいや、普通こういうのは見えにくい場所にあるもんだろ。プロが仕掛けたカメラに素人の俺が気づけるとは思えない。となれば、探すのは人間だ。リコたんはなんかしらんが、きっとアイドル候補生とかそんなだ。となれば危険な目にあわせるわけにはいかないから、マネージャーとかがついてるはずだ。すぐ近くに。帰ってくるときは特に不審な点はなかったが、今みたいに警戒しちゃいなかった。きっとテレビ局の車なんかが裏とかに止まってるはずだ！
　ちくしょう、人をもてあそびやがって！　浮かれるはずないだろ！　母ちゃんだけじゃなくて、姉ちゃんや父ちゃんもグルのはずだ！　みんなみんな俺をバカにしやがって！
　玄関前にはいない。そりゃそうだ。すぐに見つかるわけにはいかないからな。もしかして車なんかは用意してないかもしれないが、だからといってひとりも家を張っていないなんてことはないだろう。不審なヤツがうろうろしているはずだ。こうやって庭を回り込めば……
　いない。
　逃げ出したか？
「ね、ねえ、翔太」
　上からリコたんの声。廊下の窓から俺を見下ろしていた。
「どうしたの、急に」
　くっ。よく考えれば彼女も被害者だ。いくら仕事を選べない立場とはいえ、ここまでけなげに俺を騙そうとしている。このままスターに押し上げてやりたいところだが、俺を騙すという罪が消えるわけではない。心を鬼にしなければならないんだ。
　家の周りにはいない。
　じゃあどこにいるんだ？
　手がかりがない。こうなりゃ母ちゃんから聞き出すしかない。リコたんは完全にテレビ側の人間だが、母ちゃんは協力しているとはいえ俺の母ちゃんだ。泣いて頼めば許してくれるはずだ。
「か、母ちゃん！」
　叫びながら今に戻る。
「あのねえ、翔太。大声はご近所迷惑だからやめなさい」
「それどころじゃないだろ！　変なこと企んで！」
「あらあら」
　エプロンをつけたまま、母ちゃんは笑う。
「それじゃドッキリは成功したのかしらね」
　なんだと？
「ど、ドッキリ？」
「そうよお。まさかこんなに驚くなんてねぇ」
　い……いやにあっさりとしてるな。
　だが、これで言質を得た。
　これはドッキリで間違いなかったんだ！
「……な、なんだハハハ。やっぱドッキリかぁ。やだな母ちゃん、そういうの言ってくれないと」
「言っちゃ駄目でしょ、ドッキリなんだから」
　うむ、確かにそうだ。じゃなくて、俺はここで母ちゃんに怒らなければならないのだ。なぜって、これがドッキリならテレビは俺の趣味を知っていることになる。だからこそリコたんをよこしたのだ。るはのでで俺の好きなキャラがリコたんだと知っているのは同級生のオタク仲間くらいなものだが、もしかしたらヤツらに聞いたのかもしれないが、やっぱり可能性が高いのは家族だ。俺のいない間に部屋をあさって見つけたに違いない。押入れに隠しているグッズから、俺がリコたん萌えだということを突き止めたのだ。プライバシーを侵害しやがった。
「それで、リコちゃんは？」
「……まだ上にいるよ」
「そう、呼んで来なさいよ。ジュースでも飲んだら？」
　話していると、階段からとたとたとリコたんがおりてきた。残念だが劇は終わりだよリコたん。君もまた強敵だった。
「あ、おばさま、お手伝いします」
「いいのよ、今日くらいゆっくりしてちょうだい。これから一緒に暮らすんだから」
「だからこそ、です」
　ほら見ろ、もう化けの皮は……ん？
「入籍はあさってですけど、もう私はおばさまの娘なんですから」
「あらやだ、夏江さんに申し訳ないわ」
「母も喜んでますよ……ちょっと、ひとりにしちゃうのは心配ですけど」
「そうねえ、ちょっと寂しいかしらね。あら、翔太を向こうに住ませるなんていいかしらね。あんなでも一応男だから、番犬くらいにはなるかも」
「うおおおおおい！」
　一世一代のつっこみ。いや、つっこみと呼ぶにはあまりに荒削り。だが仕方ない。このままではわけのわからん不気味なアットホームドラマが展開されてしまう！
　和気藹々と話していた二人が、こっちを見た。
「……翔太？」
「さっきからなによ、もう。ごめんね、リコちゃん。あなたが来てることを秘密にしてたから恥ずかしがってるみたいで」
「あ、じゃあドッキリ、しないと」
　二人で笑って、両手をピースにして、どっかで見たことのあるポーズで、
「どっきりー」
　待て待て待て！　待つんだ！　ウェイタミニッツ！
「え？　ちょちょちょっと、さっきドッキリって」
「だから、リコちゃんがいるのがドッキリでしょ。最初は、こっちに住むのはあさっての予定だったんだから」
　いやいや、最初ってなんだ。
　てかやっぱ住むの？
「て、テレビ局は？」
「なに言ってんの、この子は」
「そこまで大掛かりじゃないよ。発案者は慶けい子こさんでね」
　姉ちゃん？　いやなに言ってんだってこっちが言いたいわ。自分からゲロしといてまだこのお遊戯を続けるつもりか！
　いや、母ちゃんはドッキリのことを「リコたんが今日来ているのを秘密にしていたこと」と言った。別に嘘はついていないってわけか。母ちゃんがこんなに頭が回るわけないから、多分プロデューサーの入れ知恵だな。ははあ、二段構えってわけだ。俺をどうしてもフィクションの世界に引きずり込んで笑いをとりたいらしいな。
　……しかしやっぱ疑問が残る。母ちゃんは人を騙すことも演技もできるような人間じゃない。ちょっとでも演技が入ると途端に棒読みになる、およそ隠し事などができる性格じゃない。その母ちゃんがここまで自然に振舞えるなんてありはしないはずだ。
　じゃあ、なんだ？
　いやな考えが俺の頭を通り抜ける。とても安易な考えだ。
　もしもこれが、ぜんぜん嘘なんかではなくて。
　リコたんは本当にここにいて。
　俺のお嫁さんで。
　今日からここに住むことになっていて。
　俺のお嫁さんだという！
「……あ、ありえないだろ」
「え？　慶子さんが言ったのは本当だよ」
「ない、な、ないない」
「……翔太？　どうしたの、疲れてるんなら休んだほうが」
　ああ、そうだ。そうするべきだ。もうプライバシーなんか言ってられない。
　そう、あなた疲れてるのよ、翔太。
　まだネタを思いつくだけマシだ。
　よろよろと今を出る。うってかわって静まり返った居間が、とても不気味なものに思える。
　いいか。
　よし。
　とりあえず部屋に戻ろう。
　それから考えよう。
　まず整理しないとやばい。このまま流されていると、結局最後まで意味がわからんまま行ってしまいそうだ。
　こういうときは書くに限るわけで。机の上に撒いておいたルーズリーフを……あれ。
　机の上が片付いている。いや、机だけじゃない。今朝は確かに、床に散らばっていた服やベッドに散乱していたマンガやラノベの類が綺麗になくなっている。
　あ、そうか、リコたんが片付けたのか。その途中でエロ本を整理して、それで……だからエロ本が、机の上にある。
　……テレビの企画で、ついでに部屋の掃除とかするのか？
　いや、してもおかしくないだろう。視聴率をとるためならなにだってするのがテレビだ。
　しかしなんだ。ちょっと自分でも無理がある理由だとは思わないか？　テレビに当てはめたら、そりゃなくもないだろうけど、本気でリコたんが二次元になったと考えるのと同じくらいには安易だぞ。物語のオチとしては夢や政府の陰謀や神様がやってくれましたと似たようなもんだ。これらの共通点は「なんでもありを説明するのに一行ですむ」というヤツで、あまりに風呂敷を広げまくった結果どうしようもなくなって出さざるを得なくなる、という最悪な展開である。もちろん、そこに至るまでの筋が納得のいくものであればその限りではないが、扱いが難しいのは確かだ。
　だから、もっと考えなければなるまい。
　よし、クールになれ翔太。まずすべきことはなんだ？
　……よし、書こう。書いて整理するんだ。
　たまにこれをすると超落ちつく。やって損はないだろうさ。ルーズリーフルーズリーフ……よし、あった。いつもの場所と違うから探しちまったぜ。リコたんに言っておかないとな、じゃなくて。
　カバンから取り出したシャーペンを俺は三度ノックした。うむ、これだけでずいぶん効いたぞ。フフフ。
　まず、なんだ。
『高梨リコが三次元になった』
『高梨リコは俺の嫁になった』
『高梨リコは一緒に家に住む』
　……ううん、これだけじゃちょっと変だな。そうだ、確証がないわけだから、高梨リコと名乗る少女の主張、と最初につけておこう。
『あさってに入籍』
　これも言ってたな。で、なんであさってなんだ？
　……あさってって。
　俺の誕生日か！
　そうだ、俺って今年で十八なんだ！　法的に結婚できる年齢になるのがあさってってことか？
　じゃあこれ、そういう意味だな、きっと。
　次。
『母ちゃんは高梨リコの主張を事実と認識している』
　これは、間違いない。母ちゃんとリコたんの会話は一本筋が通っている。俺がこの件について知っているという一点を除けば、見事なものだ。矛盾がない。だが同時に、
『母ちゃんは演技ができない』
　これもまた事実。もしかして母ちゃんがその才能をひた隠しにしていたという可能性も無きにしも非ずだが、俺が生まれてからこれまで、そんな意味のないことをする理由自体がないわけで。つまりこれは、
『台本ではない』
　しかしここで、ありえないとはいえ、ひとつの推測が浮かんでくる。
『母ちゃんは騙されている』
　そう、これだ。母ちゃんは高梨リコを名乗る少女に騙されて、俺と結婚すると信じきっている、という推理。これなら母ちゃんが演技をしていない、というのには矛盾しない。
　無理があるのは承知である。これが本当だったらリコたんは結婚詐欺を謀っていることになるが、そういうのは相手が金を持っていないと話にならない。奈宮家は貧乏ってわけじゃないが、俺自体はただの高校生である。収入は小遣いしかないわけで、自由に使える金はわずかばかりだ。そりゃ結婚したら一家の長として動かせる金も増えるんだろうが、そもそも未成年だし、進学も予定している。すぐに働くわけでなし、そんな男を相手に結婚詐欺を仕掛けるのは頭が悪すぎる。というか、これが詐欺なら婚姻届けで高梨リコでないことがわかってしまうから意味が全くないんじゃないか？
　もっと可能性を簡単なものに下げてみよう。姉ちゃんのいたずらだった場合。しかし姉ちゃんは今大学だし、家にいないから俺だけ驚いても大して意味はない。それに俺の趣味には全く興味がないわけで、俺の好きなキャラを調べるモチベーションを持ち合わせているとも思えない。交友範囲は広いから、リコたんにそっくりな子を見つけるのは、そりゃありえないわけじゃない。しかしその子にリコたんのしぐさなんかをしつけたり、俺の家にまでよこすほど大掛かりないたずらを企画して誰が喜ぶってんだ？　誕生日プレゼントのつもりか？　ありえないね！　あの姉ちゃんがプレゼントだなんて！　しかも母ちゃんを信じさせるのはすごい手間のはずだ。なんだって結婚なんだからな。母ちゃん本気で信じてるし、もし嘘だとなったら姉ちゃんは勘当もんだぞ。割りにあっていない。
　……よし、推測は一応推測で書いておいて、先に進もう。
『姉ちゃんのいたずら』
　ええと、今度は俺の認識だ。
『高梨リコはエロゲーのキャラである』
　ゆるぎない事実。
『高梨リコは存在しない』
　これもまた、事実。
『高梨リコはコスプレの別人である』
　ふむ。こんなところか。三段論法になろうとしてなってない気がするが気にしない。
　同時に、頭が冴えてきそうで冴えない。なにせ情報がほとんどない。情報収集をせねばならん。といって、リコたんにそのまま尋ねるのは愚の骨頂であるわけで。なにせあっちは騙す側だから「あなた別人ですね？」と訊いて「Ｅｘａｃｔｏｒｙ．」と答えるわけがない。そこまでするプロ根性には頭が下がるが、こっちだって日常を脅かされるのはイヤだ。今までの話を素直に受け取ると、彼女は少なくともこれから数日は家に滞在することになる。得体の知れない女の子（かわいい）と突然同じ屋根の下というのはある種夢のようだが、あいにく俺はラノベの主人公ではないのだからして、素直に喜ぶほど楽観的にはなれないのであった。いやぶっちゃけ怖いし。
　早くお引取り願いたい。すぐそばに積まれているエロ本のような、ピュアな男心が脅かされるのもごめんである。ていうかいつまで出てるんだこれ。片付けないと。ベッドの下ベッドの下……
　ここで俺に電撃走る。
　そうだ、話を聞くのはいいとして、まず明かさねばならないのは彼女が高梨リコとは別人ということだ。彼女がリコたんではない＝いたずら。なんという完璧な理論。これは一手で歴史が変わる。そしてその決め手となるのは、彼女の過去や未来、しぐさ、言葉遣いといった、いわゆる『キャラ』である。ひとつのキャラを完璧に把握するのは不可能といっていい。たまに生みの親であるライターが書いてるものですらぶれていたりするわけで、これが第三者であればなおさらだ。となれば確認するのは、そう……るはので本編だろう、ここは！
　復習をせねばならん。毎日リコたんとちゅっちゅしている俺でも、最近はかなり流れ作業だ。セリフの一つ一つを間違いなく覚えているかといえばかなり怪しい。今一度彼女と真剣に向き合い、今度こそ真の嫁として俺の頭に形作ってやる！　そしてあの偽者を看破してやるのだ！
　そうと決まれば善は急げだ。るはのではディスク認証必須のゲームで、そして俺は毎日プレイが終わったあとにちゃんとＰＣから取り出して片付けている。特になにを警戒してるわけじゃないがなんとなくだ、つっこむな！
　押入れである。俺の宝はほとんど押入れにある。これは背の高い本棚を買ってくれなかった親のせいにするとして、俺の押入れにはエロゲーが山のようにある。一種の財産とは言いえて妙だ。少ない小遣いをやりくりし……まぁその辺はいい。なんかおかしい。
　押入れの奥に、大量の乾燥剤とともにエロゲーのパッケージが積まれている。だがしかし、そこにるはのでが見当たらない。毎日出しているのだから、一番目立つところ、とりやすいところに置いているのに。だって昨日は箱にＤＶＤをしまったあと、開けてすぐの、ほらそこに置いてたはずだぞ。
　……ない
　ないぞ、どこだ？
　山を見る。どデカいパッケージの側面に、るはのではない。青と桃色のわかりやすい特徴的なパッケージがない。
　上から数えてみる。サイレント・ギルティ、ひのかみ、芥川さんの執筆な日々、ゼロボインもぎり、十二人の怒れる妹。ある。ある、全部あるぞ、るはので以外。
　るはのでだけが……ない？
　そんなバカな。
　昨日の夜は確かにあった！
　もしかしたらＤＶＤをさしっぱなしの可能性もないではないが、パッケージまでないわけがない。振り返って部屋を一望しても、リコたんが片付けたから見晴らしはいいものである。エロゲーのパッケージなど見当たらない。
　……あれ？
　いや待てよ、でも。
　もしかして……
　だって、母ちゃんや父ちゃんが捨てるなら、るはのでだけじゃなく他のも一緒に捨てるはずだ。そもそも二人とも、俺の趣味がこういうのであることは知っているし、しかし初めてバレたとき以外、特段うるさく言われたことはない。だから俺もこそこそと押入れにしまっているのだ。二人とも世間体などあるから、あまりおおっぴらにエロゲーの箱なんかが散乱していたらさすがに注意せざるを得ない。こういうのは昔っから、秘めておくべき思春期の秘密なのである。そういうわけで、俺がこそこそしてる分には二人は不干渉のはずなのだ。姉ちゃんが捨てるのはもっとありえない。俺に関して労力を使うという発想が姉ちゃんにはまずない。頼んだって動かないのに、頼まずに動くわけがない。
　となれば……犯人はひとりしかいない。
　昨日の夜から今までの間に、俺の部屋に入れたのは二人。
　そのうちのひとり、母ちゃんは右記の理由から犯人ではない。ではもうひとりは……
　リコたんじゃないか。
　そうだ、彼女しかいない。そう考えると理由もそれなりに説得力がある。俺がこういう思考をたどるとあらかじめ予測して、先回りしておいたのだ。さすがに他人のものを処分はしないだろうから、どこかに隠しているのだ。そうすることで、俺に正しいリコたんの姿を確認させないようにしているのだ、きっと。
　一本とられた。しかし一手足りなかったな！　本編以外にも、るはのでにはライターが直接書いたノベライズがあるのだ！　もちろん全部持ってる。本編ほどのボリュームはないが、とりあえず一ヒロイン一冊で全ルート分出ている。もちろん高梨リコ編もある。本人が書いているだけあって、原作再現ができていると評判である。本編以外ではもっとも本編に近い作品のはずだ。
　……ククク、残念だったな俺。どうやら先回りされてるようだぞ。ベッドの脇の小ぢんまりとしたカラーボックスに、るはのでのノベライズは入っている。いや、入っていた。そのシリーズ七冊がごっそり抜けているように見える。近寄って見るとそれははっきりしている。だって違うやつが入ってるんだもん。なんだこれ、マトンの香りって聞いたことねぇよ誰得だよ。
　とにかく、るはのではノベライズもない。この調子だと、押入れの中のグッズにも手をつけられていると考えて間違いないだろう。ＤＶＤもないに違いない（アニメ版の評価は芳しくないから参考にするのは危険だが）。
　となると、ちょっと厳しいな。原作とノベライズがないんじゃ復習なんかできないし、ネット上にシナリオがまんまあがってるわけないし。こうなったら記憶の中のリコたんで頑張るしかないか。いや、いいか、逆に考えるんだ。俺のリコたんへの愛を試されていると考えるんだ。俺が真に彼女を理解しているのなら、どんなに相手がトレースしていたからといって、むざむざ騙されはすまい。というか本当に騙されようとしているんだから、この時点で俺の勝ちと言える。なんだ戦う前から勝ってるんなら楽勝だな。
　……
　とりあえず、なにか対策は考えるべきだ。しかし今階下のリコたんに会うのはあまりよろしくない。ちょっと精神が興奮気味だ。落ち着かなきゃならん。
　そういや買ってきたやつに、同じようなあらすじのものがなかったっけか。そうそう、『あんふぁみ・ぷりんせす！』だ。
　二次元嫁が三次元になる話は昔からある。よくある。いつの時代にもある。評判のいいヤツから悪いヤツまでさまざまで、そんでこの著者はうまいと言えるかは微妙だが下手でもないからごく普通のクオリティになるだろうと予想されている。参考になるか甚だ微妙だが、気晴らしに読むのもいいか。
　表紙にはウェディングドレスの女の子。間違いなくヒロインだが、ちょっとふくれ面である。あらすじにはツンデレを思わせるような描写があったし、そのせいだろうな。
　この女の子は……主人公の見つけた古い絵画から出てくる、中世のお姫様だ。わがままで高慢で、でも某国の謀略により悲劇的な最後を迎えている。その直前に書かれた肖像画に魂が宿り、いろんな人々の手を渡ったあと、主人公のいる学校にしばらく展示されるようになる。主人公が校長室の前に飾られている絵に見惚れている（二ページくらい、いかにこの絵の少女が美しいかをくどくど語る）と、衆人環視の中、絵が神々しい光を放ち、そこから女の子が出てくる。女の子は主人公に、王家の血筋を残すために選ばれたと告げ、国を復興させるために強引に契りを結ぼうとする。
　だが、何百年も前に女の子の国を滅ぼした某国は、絶やしたはずの血筋が復活することを快く思わなかった。だから女の子と主人公を殺すために、刺客を送り込んで――
　ぜんぜん参考にならん。
　流し読みしてさっくりと概要だけ掴み（三十分くらい）、本を閉じた。意外に面白そうだから、マジメに読むのはあとにしよう。とにかく、本当に二次元が三次元になる以外の共通点がない。
　だいたいリアルの出来事の解をラノベに求めるのが間違っている。誰だ、そんなこと言い出したヤツは！　俺だ！　よし、だがおかげで頭は冴えたぞ。これでリコたんに対峙しても動揺はすまい。いざ出陣だ。
　……いや、もうちょっとここで過ごしても、
「翔太ー」
　母ちゃんの声だ。
「あんた、チャーハン食べないのー？」
　同時に腹がなった。そういやメシ食うの忘れてたぜ。腹が減っては戦はできぬと申しますからな！　いざ参る！
　
　

２：俺の嫁は何者？
　
　居間のテーブルに、レンジで暖めたチャーハンとサラダがある。実にうまそうである。
　さて、食うか。なぜかリコたんがいなくなっているが、好都合だ。ちょうど腹が満たされて一息ついたころに現れていただきたい。その瞬間から俺の逆襲は始まる。
「もう、慶子ったら。今日は早く帰りなさいって言ってたのに」
　麦茶をつぎながら母ちゃん。
「姉ちゃん、もう補講期間じゃなかったっけ」
「補習があるって。ちゃんと出席しないから……」
　姉ちゃんは大学生だ。私立。俺は金がないからと国公立に進学予定である。やっぱ貧乏なのかなウチ。おかげで勉強がもうね。
　チャーハンは見た目どおりにうまい。
「リコた……リコちゃ……んは？」
「あんたの部屋じゃないの？」
　ん？
　母ちゃんにも言わないで消えたのか？　俺は首を振る。
「あら、どこかしらねえ」
　そう言ってると、パタパタとスリッパの音。リコたんが廊下から顔を出した。
「おばさま。これ、よければおじいさまとおばあさまに」
「あらあら」
「母からです。すいません、遅くなって」
　リコたんが差し出した箱。なんだろう。いきなり爆発とかしないよな。
「忘れちゃってました」
「あらやだ、根饅頭じゃない。お父さん喜ぶわ。悪いわね、こんないいもの」
　ううむ、改めて見ても自然である。リコたんはともかくとして、母ちゃんに全く違和感がない。嬉しそうだ。
　リコたんコスプレタレント説に立ちはだかるのがこの母ちゃんだ。俺がどんな理論を構築しても、母ちゃんが全て台無しにしてくれる。強敵だぞこれは。
「翔太、あんたも好きでしょ」
　頷く。根饅頭は小さいころにじいちゃんにもらってからの好物だった。
　まさかこれも見越してるのか。リコたん、恐ろしい子……！
「あ、翔太。気分よくなった？」
「え？」
　うわ、いきなり話を振られた。予想外の一撃に思わず変な反応してしまった。やはり恐ろしい子！　出会い頭といい、隙をつくのに長けている。
「え、あ、ま、まあね。もう大丈夫さハハハ」
　自分でも薄気味悪い爽やかさであった。エロゲーの主人公みたいだ。リコたんはクスリと笑うと、
「よかった。でも無理しないでね」
「あ、うん。アリガト……」
　あまり喋らなくてもいいように、俺はチャーハンを食すのに専念するふりをした。平静にはなったが、攻勢に転ずるための心の準備がまだできていない。その出鼻をくじくつもりで話しかけてきたならかなりの策士だ。
　しかし聞けば聞くほど、リコたんである。というかむつみまつりの声だ。微塵も違わない。一挙一動の節々に垣間見えるポーズも立ち絵そのもので、なんかぱっと見文句のつけようがない。いや、それはすでにわかりきっていることである。わかりきっていることだが……やっぱり、それは普通ありえないことだ。外見も、声も、しぐさもエロゲキャラに瓜二つ。しぐさは演技でなんとかなるとはいえ、前者二つはそもそもの資質を持つ女の子を捜す必要がある。アイドル候補は星の数ほどいると聞くが、そんな都合のいい人材が、都合よく俺をドッキリにひっかけるために用意できるのだろうか？
　しかし、だ。それを否定すると残る可能性がさらにありえないことになるのが問題なのだ。この状況が人の手によるものでないとしたら、あとは『あんふぁみ・ぷりんせす！』のような完璧ファンタジーになってしまう。そういうのは起こらない。大事なことだから何度でも言うぞ。起こらない、絶対にだ！
　ああ、ご都合主義でもいいからもっとマシな説明はないか。いやご都合主義ならドッキリ説で十分だ。ご都合主義でなく、もっとありそうな説明は……
　ちくしょう、これじゃふりだしじゃないか。
　……
　待てよ。
　リコたんは自分がるはのでの登場人物だとわかっているのだろうか。
　これは一見、現状に全く関係がないといえる。だが関係ないとわかっていても、なにかの手がかりにはなりそうだ。少なくとも、あまり情報がない今、なんでもいいから彼女のことを知ることに不都合はあるまい。
　よし、チャーハン食い終わったら決行だ。なんと切り出せば、彼女の本音を引き出すことができるだろうか。演技をさせる暇を与えてはおしまいだ。不意をつく形で……
　かちゃり。
　気がつくと皿からチャーハンが消えうせていた。
　サラダも麦茶もなくなっている。どうやら集中している間に食べてしまったらしい。食べた記憶がないとなんか損した気分になる。しかも台本はまとまりきってないぞ。
「ごちそうさま」
　そのまま空の皿を前にぼけっと座っていても意味がないから、とりあえず俺は立ち上がった。皿を重ねてキッチンへ。中からリコたんが出てくる。
「あ、私、洗うよ」
「フフフ、リコた……ちゃん。君はこの家についてよく知らないようだ。奈宮家ではね、使った食器は使ったものが洗わねばならぬという死の掟が」
「そうなの？」
「あらあ、知らなかったわ。初めて聞いた」
　割り込んでくる母ちゃん。ええい、余計なことを。せっかく餌を垂らしたのに。
　もちろん嘘だ。しかも特に意味はない。どんなに仲がよくても、他家の食器事情なんか知らないのが当たり前だ。なんでもいいから言わなきゃいけなかっただけだから本気にしないで母ちゃん。
「じゃあ今度から、自分で洗ってもらおうかしらねぇ」
　やぶへびであった。墓穴でもある。
「いやぁハハハ、リコた、ちゃんもこれから奈宮家のい、一員だから！　ちょっと慣れてもらうためにジョークをばね」
「いいから、ほら、貸して」
　俺の手から皿をひったくるリコたん。
「それからその、名前を呼ぶときにどもるの、どうしたの？　呼びにくそう」
「え？　あ、そうかなぁフヒヒ！　いやあね、エロゲにリコっていう同じ名前のキャラいてね、普段リコたんって呼んでるから間違えるっていうか名前だけじゃなくてよく似てるんだよね顔とか声とか！　あ、あはは」
　口が滑った、とかいうレベルじゃねーぞこれ！　最悪だ。思いつく限り最悪だ！　自分のエロゲー趣味を暴露した挙句、なんか現実とフィクションの境目を見失った危険なオタクみたいだ。こら俺、もっとマシな切り出し方あっただろマジで！
「……翔太」
　母ちゃんが怖い。見たことないような顔で俺を睨んでいる。
「あんた、なに言ってるかわかってるの」
　わかってるよ失礼な！　失言だってのもわかってるよ！　ゲームの、しかもエロゲーのキャラに瓜二つとか言われて喜ぶ人間いるのか？　いや、いそうだけど、少なくとも一般人にはいないはずだ。
　ぴしり、とどこかで窓にヒビが入ったような音がなった。気がした。
　一気に空気がしらけた。
「……はは」
　笑い声がむなしく響く。
　リコたんはといえば。
　げ。これはまずい。肩を震わせている。ぬ、ぐぐ、フォローしようにも言葉が見つからない。こういうときに社交性のスキルがないのを恨めしく思う。というか社交性があったならさっきの失言はないのだからして、つまりどうしようもない。
「……しょ、翔太……」
　声まで涙声だ。
「ご、ごごごめん！　ええと、ほら、なんつうかその、言葉の綾っていうか、ほら俺オタクだからさ！　そういう言い方しかできないんだけど、それくらいかわいいっていうか！」
　苦し紛れすぎる。目の前の女の子がびっくりするほどかわいいのはもちろんそうだが、にしたって、なぁ。誰か助けてくれマジで。こう、全部うやむやになるような、そう、父ちゃんが帰ってくるような。
　現実は非常である。父ちゃんが俺の危機を察して早退してくるわけがなかった。
「その……ごめん。言葉が悪かった」
　結局、俺はそれしか言えなかった。最初は泣かせる気満々だったが、こんな形とは思わなかった。真相を暴くのではなく、いたずらに彼女を傷つけただけだ。
「……もう、上に行ってなさい」
　母ちゃんの言葉に、俺は従うしかない。さっきから何度も往復している階段で足を止めると、母ちゃんがリコたんを慰める声が聞こえてくる。あの子、あんなんだけど本当はいい子だから……無理があるよ、母ちゃん。女の子泣かせて、しかもそのまま逃げ出すんだぜ。
　逆襲、失敗。
　部屋がやたら寒く感じられる。まだ夏の盛りだというのに、秋をすっ飛ばして冬になったみたいだ。俺がどうしようもないアホだということを、世界があきれているようだ。
　……悪いことしたな。
　だが言っておくと、エロゲーを特に貶めているわけじゃないんだ。そこは強調する。さっきの失言や言い訳は、とっさのことで台本を用意できなかったゆえの本音だし、エロゲープレイヤーとして、エロゲーを心の底から、そのほかのなによりも楽しんでいるのが俺だ。それでも、エロゲーは世間に受け入れられないことぐらい理解している。そのほかの趣味に比べて一段低く見られがちなのは、疑問の余地なしだ。同好の士の前意外で軽々と口に出すのははばかられるものである。特に俺、未成年だし。
　というわけで反省タイムである。
　なにがいけなかったのか。彼女をコスプレと論破する、これは間違っていない。なにしろ俺はハメられかけているのだ。だがあくまで穏便に、最後に丸く収まるような、スマートな方法をとらねばならないのだ。それが肝要だ。でないと今みたいに、しこりが残ってしまう。それは避けなければならない。仕事を選べない彼女のためにも。
　……しかし、彼女、全くそれらしい反応を見せなかったな。
　るはのでの話題は……そうでなくともエロゲーの話題は、避けたいところのはずだ。一般常識とかそういうのを差し引いても、今回はエロゲーのキャラとして俺を騙そうとしているのだ。さっきの俺の発言は核心をついたはずだった。にもかかわらず、彼女には「ぽい」動きがなかった。まったくるはのでを知らないかのような、自分がるはのでのキャラを演じていることなど露とも知らないかのような……そう、好きな人が得体の知れない性欲処理のキャラクターと自分を重ね合わせていることに、酷く傷ついただけのような……
　なにかがおかしい。
　そう、おかしい。
　演じているのに、それを知らないなんてはずがない。
　じゃあなんだ。
　知らないのであれば……演じていない。
　……
　そんなバカな。
　ないね、ない。これじゃやっぱり堂々巡りだ。どうすりゃいいんだ？　なんかこのままだと、本当に「彼女は高梨リコで、エロゲーの世界からやってきて、俺の嫁になる」とかいう非現実的な結論になっちまう。もっと頭を働かせろ！　再認識しろ。いいか、何度でも確認するぞ！
　エロゲーはフィクションだ！
　というかフィクションだからいいんじゃあないか！
　フィクションだから、高梨リコの父親が犯罪を起こしても、それで高梨家が避難をあびることになっても流せる。お話が進むにつれ、高梨家をフォローする主人公に自分を重ねることができる。本当に友人の親が犯罪して、ここまで思い入れることができるか？　わからない。実際に起きることなんかわからないんだ。だから、あくまで仮想世界だから、そういうのが許されるんだ。
　……もしるはのでが、実は現実だったとしたら……
　俺が見ていたのはただの夢で、るはのでの青と桃のパッケージなんか存在してなくて、ＤＶＤなんかなくて、アニメなんかなくて、ノベライズもなくて、俺が買ってたのはマトンの香りとかいう小説で……そういやなんか、読んだ記憶があるような。新刊が出るたびに「誰得だよ！」って言いながら、それでも買っていたような……
　いやいやいやいや！　それはおかしいだろ！　だって俺は、だって俺は！　俺には、高梨リコという少女が知り合いにいた記憶なんかないんだ！　彼女の学校だって知らないし！　知り合った記憶もないんだ！　逆に、彼女がいない生活なんかは鮮明と思い出せる。今日は試験、昨日も試験、一昨日も試験！　結婚の話なんか全くなかったし、俺にそんな親密な女友達もいない！
　やばい、本格的に混乱してきたぞ。誰か助けてくれ！　
　……待てよ。
　そうだ。パッケージやグッズやノベライズが隠されたとしても、隠せないものがひとつある。
　ＰＣの中のインストールデータだ。俺は万が一にも情報が（家族に）流出しないよう、パスワードをかけている。パスワードを知らなければ、データの消しようがない。起動すらできないのだから。
 　そうと決まれば早速起動だ。立ち上がるまでの時間がもどかしくてついつい魔法少女ダンスなんか踊ってしまう。あ、下にドスドス聞こえるかな。まぁいいや、いつものことだし。動画サイトにもアップしてるし、関係ねぇかそれは。
　起動完了。俺のエロゲフォルダが火を吹くぜ。買ったヤツ以外のもなんかあるけど見なかったことにしておこう。えーと、Ｐ、Ｐ……。
　ない。
　ちょっとおかしい。確かにるはのではプリズムサンシャインソフトのフォルダに入ってるはずだ。毎晩プレイしてるから間違えるはずない。でもどこにもない。検索しても出てこない。こりゃ……どういうことだ？
　アレか？
　夢の中だからか？
　リコたんが存在する世界だから、ゲームはなかったことになってるのか？　うんそうだ、そうに違いない。だっておかしいよなそれ。三次元にリコたんがいるんだからゲームがあるはずないし、理屈はよくわからんがそっちのほうが自然なはずだ。逆に考えると、今俺がいるこの世界がるはのでの世界だと考えるのが正しい気がする。るはのでの世界を実際に歩けるハズないから、俺の頭が俺の街を再現してるんだろう、そうだろう。
　……
　……
　ああああああああああぁぁぁぁ！
　違う！
　違うだろ！
　なんでいつまでも現実逃避してんだよ！
　そうだよ！
　これ現実じゃないか！
　いやでも夢見てるときって、その夢こそ現実だと思いこむっていうし、じゃねぇよ！
　つねってみろよ！
　間違いないだろ！
　これ現実だよ！
　おかしいんだよ！
「……翔太？」
　ぎくり。
　超びびった。
　心臓止まるかと思った。
　振り返ってもドアは閉まってた。リコたんは廊下だ。見られてない。テンパったみっともない姿を見られてない。
　ちくしょう、なんだこれ。なんだこれ。
　エロゲーはフィクションってのが前提だ。これは前提なんだ！　ここは現実だ！　昨日までと同じ、明日からも同じ、俺が確かに生きている現実なんだ！
　じゃあなんだ？　廊下にいるリコたんはなんだ？
　どうしてるはのでは消えちまったんだ？
　なんかおかしいぞ。
　スーパーハッカーがテレビ局にいるのか？
　それとも……そうじゃないとしたら？
　廊下にいるリコたんは、
　何者なんだ？
　
「な、なに？」
「さっきからどたばたしてて、なにしてるのかと思って」
「え？　あ、あははぁ！　ちょっと筋トレをね？　そう筋トレ」
「翔太、筋トレなんてしてるんだ？」
　ドアをはさんでリコたんの声。元気がないのは、多分俺のせいだ。
「うんうん！　してたしてた！　ええと、そう、昨日から！」
「ふうん……さっきのことなんだけど、私、気にしてないから、落ち込まないで」
「……え」
　気にしてない？
　それはありがた……じゃなくて、いや、口では言っててもそう単純な問題じゃなかろう。
「い、いや、俺がいきなり変なこと言い出しちゃって。あ、あれじゃ傷つくよ、誰だって。ごめん」
「ううん、謝らなくてもいいよ……ねえ、パソコンつけた？」
　は？
「な、なんて？」
「パソコン、つけた？」
　……え？
　なんでだ？
　いや、今のはそういう展開じゃないだろ？
　なんでリコたん、そんなの気にするんだ？
「い、いやぁどうだろう」
「……ねえ、開けていい？」
「ちょちょちょっとそれはマズいかなぁ！」
「どして？」
　やべぇ、なんかやべぇ！
　今までで最大級におかしい！　ここで流されると取り返しがつかなくなりそうだ！　このことが当面の問題になんの関わりを持っているかはさっぱりだが、とにかく『俺がるはのでの所在を確認しようとしていること』これを知られたらおしまいな気がする！
「あ、そうそう！　筋トレ中だからさ！　パンツ一丁なんだよね！」
　くそ、沈黙が怖い。
　……？
　なんで怖いんだ？
「私、気にしないよ？」
「いやいやいや！　俺が気にするから！」
「結婚したのに？」
「けけけ結婚！　そうだね確かに。ででも、やっぱりほら、うら若き男女なわけでねこりゃちょっと裸を見せああうのはあんまりね、世間体としてね」
「……翔太もやっぱり気にするんだ？」
「……え？」
「みんなの目」
　あ、やべ。
　リコたんの心の傷に触れちまった。父親が殺人を犯した高梨家のいる前で、世間という言葉は禁句である。
「ご、ごめん、そういうつもりじゃなかったんだ。俺が気にしてるのは、こう、男女のね」
「いいの。気にしてないから。じゃ入るね」
　うっわあああああああ！
「お邪魔しまーす……あら」
　リコたんがドアを開けて俺を認識するまで二秒。そのとき俺は神速を得た。具体的にはルパン三世を思わせる瞬間脱衣の奥義を発動し、しかも脱ぎながらパソコンの電源アダプタを引っこ抜いた。あっという間に電源は落ちて、しかも俺はまっぱというなんの矛盾もない光景である。
「……」
　いや、あった。一点だけ矛盾が。
　パンツがねぇ。
　
「……翔太、どしたの、それ」
「お帰り」
　姉ちゃんが帰ってくるなりこの始末である。俺の右頬にはリコたん渾身の手形が残っている。めちゃくちゃ痛ぇ。
「なに、いきなりリコちゃん襲おうとしてくらった？」
「むしろそれであってほしい」
「きめぇ」
　姉ちゃんは大学生だった。二年生だかで、一年浪人してるから二一歳。俺と三つ違い。るはのでのリコたんとも三つ違い。大学デビューは上々、というか高校のときはガングロとかいう前時代の遺物だったくせに、大学に入って肌の色を戻してから（戻るんだよアレ）妙に美人になった。おかげで俺は鼻高々だったが、粗雑な性格は相変わらずだ。人前に出すと途端に猫かぶるから始末が悪い。
「もう大学って補講期間じゃないの。こんな時間までなにしてたんさ」
「大学にはサークルっつー楽しー楽しーもんがあんの。それより、もうリコちゃんきてんの？」
　姉ちゃんもリコたんの存在を疑っていない。それを確かめるために玄関に陣取ってたんだが、帰ってきて三十秒で確認できてしまった。
　しかし姉ちゃんは演技がうまいから、もうちょっと突っ込んで聞かねばなるまい。
「姉ちゃんって、リコた……リコちゃんとは親しかったっけ？」
「はあ？」
　姉ちゃんの心の声が聞こえる。あんた、畜生にも劣るとはずっと思っていたけど、とうとうイくとこまでイっちゃったのかしら？　うるせぇ。
「あんたにくれてやるくらいならアタシがお嫁さんにもらいたかったくらいだわ」
「そこまでか」
「なんだってこんなのに惚れちゃったのかねえ。これ以上、下はないってレベルなのに」
「そんなにか」
　ちょっと傷ついた。
「ま、これを期にオタクなんてやめちまって、大事にしてやりな」
　ぬう、姉ちゃんがたまに見せるリアルな優しさだ。冗談にしては手が込みすぎてる。これはマジでマジかもしれん。まだ父ちゃんが帰ってきてないが、この分だとリコたんの存在は確かに現実のものだと認めねばならんかも。
　と、居間からパタパタとスリッパの音が聞こえてきた。
「おかえりなさい！」
　と顔を出したのはリコたんだ。リコたんを見た姉ちゃんが朗らかに微笑む。これで性格がよけりゃ、もっと人気出るだろうになぁ。
「いらっしゃい、リコちゃん。今日からもうウチに住むんだっけ？」
「ええ、今日は一度着替えなんかをとりに帰って……あの、よ、よろしくお願いします」
「そんなにかしこまらなくていいって。初々しいなあ」
　俺を挟んで会話するな！　と叫んだところでボコボコにされるのがオチだ。結局、姉ちゃんがリコたんを俺の嫁だと認識しているのに疑いの余地はなさそうだ。あまりに自然な会話である。
「……翔太？　ほっぺ、痛い？」
　リコたんがのぞき込んでいた。
「うぉっ」
　変な声が出た。のけぞった拍子で壁に頭を打って痛え。
「だ、大丈夫？」
「気にしなくていーよ。こいつ舞い上がってんの」
　血が繋がってるってのはこういうこと言うんだな！
「あ、あの、ごめんね。私が……ホントは」
「へ？　あ、ああー！　いやいいっていいって！」
「今も『姉ちゃんってリコちゃんと親しかったっけ？　あ、俺のほうがもっとヨロシクしてましたねグヘヘ』とか言って。二、三本折っといたほうがいいかもね」
「言ってねぇよ！　作んな！」
「あ？」
　姉ちゃんのメンチは怖いのでおとなしく引き下がる。適当に言いつくろって、俺は階段をあがった。後ろから二人の会話が聞こえてくるが、無視だ無視。これからの対策を練らなきゃいかん。
　まず事態の整理だ。今なにが起こってるかを箇条書きにして、これからなにが起きるかを予測して、対処をいくつも書き起こして……
　そのとき、俺は、なんでか知らないが階下を振り返った。さしたる理由もない。本当になんとなく振り返ったのだ。もしかしたら二人の会話に俺の名前が出たのかもしれないが、あまり自信はない。とにかく振り返った。
「で、あれ、どうしたの？」
「え……あ、その、ちょっと」
「翔太、部屋に戻るな。こっちこいこっち」
　ぬぎぎ、余計なおせっかいを。どうせ顛末を聞いて殴られるに決まってるんだから、話すだけ無駄である。いいからここで殴れ。
　とは言えないのが悲しいところなわけで。
　俺は姉ちゃんに引きずられて、フルモンティの件について事細かに開陳しなければならなかったのであった。
　もちろん殴られた。
　
「翔太ー、翔太ー……返事しろっつーの！」
　階下から姉ちゃんの呼び声。呼んでから五秒でキレるのはさすがにどうにかしてほしいと思う。短気にもほどがあるって。つうか今まさに新たな事実をルーズリーフに書き付けて（『姉ちゃんはリコたんの味方』）整理するところだったのに、さらには永遠に続くかと思われた理不尽な暴力から逃げ出して五分と経っていないのに。リコたんがフォローしてくれなかったらマジで晩飯くらいまでは続いていたかもしれん。
　ドアを開けて返事をすると、下におりてこいという。
　……やっぱ隠したほうがいいよな。
「ちょっと待って！」
「ああ？」
　こえーし。俺は可及的速やかにルーズリーフを引き出しに突っ込んで、服を着るのに時間かかったんですよ的な雰囲気を醸し出しつつ階段をおりた。
　玄関にリコたんと姉ちゃん、母ちゃんがいた。
「リコちゃん、一度服とかとりに帰るんだってさ」
「そう」
「そう、じゃねーよアホ。翔太も行くんだよ」
「でも、すぐそこだから」
　慌てて両手を振るリコたんを見て、姉ちゃんは鬼神の如き形相を俺に向けた。
　殺られそうだ。
「自分の奥さんをね、しかも初日のね、あまつさえ超かわいいね、女の子をね、もう六時過ぎてね、そろそろ暗くなってきてね、危険の中にね行ってらっしゃいって送り出すのかよゲス甲斐性なし」
「慶子、汚い言葉使わないでっていつも言ってるでしょう……それでね、翔太。これ、文子さんに」
　紙袋を差し出す母ちゃん。
「そんな、おばさま、悪いですよ」
「いいのよ、リコちゃん。家族っていうのは遠慮しないものなの……夏江さんの分もあるから、ちゃんと連れてきなさいよ、翔太。夏江さん、引っ込み思案なんだから」
　夏江さんの存在も認識している。というか、やっぱりリコたんの母親は夏江さんなのか。しかもやっぱり前々から付き合いがあるような言い方だ。
「……翔太？」
「え？　あ、いや、なんでもない」
　リコたんがのぞき込んできていた。やっべぇよ気づかなかった。考え込んじまったぜ。
「翔太、なにか忙しいなら、私大丈夫だよ？」
「そ、そう？　いやぁ俺も行きたいんだけど、その、ちょっと」
　姉ちゃんに首根っこを掴まれ、そのまま放り出された。
　鍵まで締めやがった。こりゃミッションコンプリートしないとこの歳でホームレスだ。
「……あの、翔太」
　ここは、事態を把握するチャンスを得たと考えよう。ちょっと怖いがリコたんはかわいい。連れて歩くにはうってつけであるし、それに彼女が家族から離れてひとり、というのは、結構おいしい状態じゃないだろうか。なにか生の情報を得ることができるかもしれん。
「よし、行こう。夏江さんを連れてこないとな」
　俺とリコたんは並んで坂を上る。高梨家までは十分程度、と会話から推察した。同時に、やはり俺には、隣を歩く少女に関しての記憶がない。安心したというか、ここまで来ると逆に怖くなってくるレベルだ。結婚を前にして壮大な現実逃避をしているというどんでん返しだったら怒るぞいろんな人が。
　リコたんは家を出てからあまり喋らない。というか最初に部屋で会話したとき以来、意味のある対話じみたことはほとんどしていない。なんか俺が勝手に暴走して、彼女が困惑する、という図式が繰り返されている。もちろん俺も困惑している。
　あまりいい気分ではない。いや、もちろん俺は彼女の真実を暴き出さなければならないのだが、それにしても子供じみた態度だった。
　それに……もしこの先に高梨家があったとする。
　まさか家一軒を、俺を騙すために作るだろうか。どこかの家を撮影のために借りて、表札を付け替える。うん、安上がりな手だ。現実的でもある。だが、そこまでするほど、俺はテレビにとって価値があるのだろうか。小市民なオタクにここまでかける必要はあるのか？
　おそらく、ない。テレビはあんま見ないが、誰が好き好んでオタクの生態など見たがるものか。しかも一般的にはよくわからないエロゲーキャラネタまで使って。
　……
　むぐう、嫌な方向に一歩前進してしまった。
「……翔太」
「ひひゃいっ！」
　なんだこの声。自分でも驚くほど変な声が出た。だってこれは不意打ちだ。卑怯だ！
「……さっきの話なんだけど」
　さっき？　俺のフルチン祭りのことか？　なんかこんな道端で出してほしくない話題だ。
「あの、私が、ゲームの……キャラに、似てるって」
　なんだそっちか。ってそっちもあまり触れたくない話題である。なんでこんな話をいきなり。
「ほんとう？」
「え、あの……ええと、ごめん」
「いいの、気にしてないから。それより、本当に私、その子に似てるの？　確か名前も一緒だって」
　なんでこんなに食いついて来るんだ？　しかもやっぱりるはのでを知らなそうな感じだ。これが演技だとしたら……いや、もういい。たとえ演技だったとしても、今までの彼女から察するに、そっち方面でぼろを出すことはまずないだろう。判断基準から抜かしたほうがいい。
「……うん。そうだけど」
「どのくらい似てるの？」
　リコたんがなにを考えているのかわからない。なんと答えるのがベストなのか。
「あ、考えてる」
　見透かされている。そりゃ、黙りこくったんだから見たままだが。
「そのまま答えて。泣いたりしないから」
　嘘だ！　と叫びたいが、しかし、なんか下手に言葉を選ぶと事態が一気に悪化しそうだ。どうしよう。というか最悪のタイミングだ。るはのでが存在しているという証拠がない。俺の中には確かにるはのでの記憶があるが、それを証明する手段がない。
　だが、
「……そ、そりゃ……さっきも言ったかもしんないけど、瓜二つだよ。そのまま抜け出してきたみたいに。他のプレイヤーに見せても、文句なしのはず」
「ふうん。見てみたいな……」
　きた。これがフラグってヤツか。あとになって俺が苦しむパターンだ。
「ねえ、翔太、そのリコちゃん、好きなの？」
「はい？」
　いや、さすがにこの質問は予想外だ。斜め上だ。
「好きって、その、どういうこと？」
「そのままの意味。翔太、そのリコちゃんのこと好き？」
「あ、う……」
　これはなんのカマかけなんだ？　ここで俺が「好きだ」と答えたら、どうなる？　「嫌いだ」と答えたらどうなる？
「……そう、好きなんだね」
　無言を肯定と捕らえたのか、リコたんはひとり、合点している。そりゃ、確かに高梨リコは俺の嫁として長いこと君臨している。愛しているといってもいい。が、それを知ってなんになるんだ？
「ちょっと嫉妬しちゃうな」
　しかし、どことなく嬉しそう。
　嬉しそうって、なんでだ？
　俺が高梨リコというるはのでのキャラを好きなことと、隣のリコたんがちょっと喜んでいるのに、なんの関連性があるんだ？
　そりゃ、ちょっと考えれば可能性は絞られてくる
　とてもとてもよく似ているキャラが好き＝そのキャラにとてもとてもよく似ている自分のことも好きなはず、という可能性。
　もうひとつは……
　自分が、そのキャラであると、認識しちょっと待て。それはおかしい。今までリコたんは、るはのでなんて全く知らなかったはずだ。少なくとも知らない風を装っていた。それがここに来て、自分がるはのでのキャラだと自覚しているような反応を見せるなんて……もしかして、これ、
　なんか、糸口的なヤツなのか？
「な、な、なんか、どうしたの？」
　ええい、考えはまとまっていないが行くしかない。
「え？」
「嬉しそうだけど」
「え……え？　う、嬉しそう？」
「そう見える。ま、まさかリコた、ちゃん、そのキャラと同一人物――」
　失言その二。マジで調子に乗った。
　さっきと同じだ。
　リコたんは放心したように、俺を見ていた。
「――な、なんつって！　そそそんな非常識なことあるわけないよな！　だってリコちゃん、ずっと俺の幼馴染だし、ただの偶然だって！　いや、もしかしたら運命だったかも！」
「……うんめい？」
　いいか、間違えるなよ！　ここで間違えたらゲームオーバーだ！
「俺の好きなキャラと、俺のす、すす好きな人がよく似てたって、これ運命みたいなもんじゃね？　てか二次元のキャラによく似てるなんてそうないし、奇跡みたいな一致ってもう天文学的確率だし、そもそも」
　途中から蛇足だったと思う。
　でも、リコたんの顔がわずかに緩んだ。
「もう、オタクなんだから」
「あば、あ、あはは……じゃなくて、フヒヒ」
「それやめてよ。気持ち悪いから」
「しょうがないね。これ、正式なものだから」
「どこで正式なの」
「いいつっこみだ。褒美をやろう」
「なに？」
「え、いや、考えてない」
　……というわけで。
　俺とリコたんは、ちょっと盛り上がりながら高梨家までの道を歩いた。
　まだまだ事態の核心には迫っていないが……
　正直なところ。
　悪い気分じゃない。
　
　

３：俺の嫁の母
　
　一度おさらいをしておく。高梨家の現状についてだ。今までの話から考えるに、リコたんの父、高梨浩太はすでに警察に捕まっている。殺人の罪である。るはのでではリコたんルートに入ったあたりから、高梨家が詐欺師に狙われているような伏線が現れ始める。そこで唐突に父親が殺人罪で捕まる。死んだのは、高梨家の周りをちょろちょろしていた若い男。この時点ではまだ、なんで浩太がその男を殺したのかは誰も知らない。そのため、世間は残されたリコたんと母親の夏江さんに対して非情なバッシングを浴びせる。二人も事情を知らず、悲嘆に暮れて毎日を過ごす。学校では爪弾きにされ、いつもひとり。主人公はそれを眺めているだけに我慢できず、彼女を気遣うようになる。最初は遠慮していたリコだが、次第に主人公に惹かれ、二人の距離は近づいていく。主人公はおおっぴらにリコをかばい始め、自分もいじめの対象になりながら、気丈に世間に立ち向かう。そしてクライマックス。殺された男が高梨家を詐欺にかけようとしていたことがわかり、浩太の行動はやむを得ないものだったことがわかる。殺人は殺人。浩太は法に裁かれるが、一定の同情を得た高梨家は、父が家を守ろうとしたことを知ってわずかながら救われる。そして月の夜。主人公とリコはいつしか相思相愛になっていたことに気づくのである。最後は夕焼けの丘で普段どおりの会話。でもその中で、この二人が将来結婚することを示唆する文章で〆られるのだ。
　そして、リコたんの言葉を思い返すに、高梨家の尊厳はある程度回復している段階でもある。この家を見てもわかる。一番悲惨なときは、窓ガラスは割れ、塀には落書きがされ、見るも無残な状態になるが、眼前に構える高梨の城は、そういったものが全てなかったかのように綺麗だ。
　つまり、クライマックスからあと。物語の終盤か、もしくはエンディング以降、というシチュエーションが想定される。これはあくまで設定の話で、今まさにその状況が具現化していると言っているわけではないので念のため。
　ここからわかる夏江さんの現状。高梨夏江は浩太を最後まで信じぬく。強く生きようとする。それが報われ、張り詰めていた糸がついに切れるように、一気に病がちになるのだ。
　序盤ではあんなに元気だった夏江が大きく変わる。これがリコルートのひとつのアクセントである。すなわち、今から会う夏江さんは、病弱の可能性が高い。演技とかそういうのは無視の方向で。それより大事なことがある。
　俺は、これからリコたん以外のるはのでの登場人物に、初めて会うことになるのだ。
「あがって」
　玄関のドアを開け、リコたん。驚いたことに、高梨邸のつくりはゲームそのまんまである。これは他人の家を借りたとかそういう類のものとは考えにくい。むりやり説明すると、この家を参考に高梨邸をデザインした、というものだ。だからこそこの家が高梨邸に選ばれたってのはどうだ？
「すぐそこがトイレ。奥の突き当りを左で風呂場」
　リコたんが首を傾げた。
「いまさら確認してどうするの？　いつも来てるのに」
　……そうか、俺が知ってても当たり前ってことか。
　それにしても、やはり俺は、いわゆる「るはのでの主人公」というポジションのようである。いまさら過ぎるが、なにせゲームに即した本格的な舞台は今までなかったから仕方ない。るはのでの主人公と高梨リコは幼馴染で、家の位置関係はちと違うが。
「ただいまー」
　居間に入ると、見覚えのある女性がテレビを見ていた。どこって、そりゃ言わなくてもわかるだろ。緊張するぜ。
　振り返る。
「お帰り、リコ……あら、翔太君、いらっしゃい」
「どど、ども！」
　ぐぁっ！　やっぱりだ！　備えていたつもりなのにどもってしまったじゃないか！　真神春香の声だ！　この異様に若く見える顔立ちも、リコたんと同じくらいの身長も、極端に優しそうな顔もそのまんまだ！
　ここここれはレベル高ぇぜ、ゴクリ……ちげえし！　そういうことを期待してたんじゃないのよ俺は！
「迎えに来たよ。ついでに服も」
「ううん、やっぱり恥ずかしいわ」
　恥らう夏江さん。しかし俺は知っている。体調が悪いのはまあそうだが、それよりも夏江さんには致命的な欠点というか、特徴がある。
　酒癖が非常に悪いのだ。
　一杯飲めばべろんべろん。二杯飲めば泥酔で、三杯目からは魔神のごときマシンガントークが始まる。ライターがなんでこんな設定を入れたのか、一時期真剣に議論された。それぞれのヒロインの関係や『世界』に関する数々の伏線が話題になったるはのでだが、結局夏江さんのこの設定の意味は結論が出ていない。体勢は「ギャグでしょ」というものだが、夏江さんが酒を飲むのは劇中一回限りで、しかもリコルートに入る前だというのがそれに拍車をかけている。物語の大筋になんの関係もないのだ。奇妙なのは、それにしたって浮いているということだった。
　そして夏江さんはあまり外で酒を飲みたがらない（あくまで最初の一杯までは）。自分が酔っているときにしでかしたことを全部覚えているから、いつも後悔しているという。
　ちなみにウチの家族は酒好きである。
　今日は前祝である。
　いわずもがなである。これは予想できていたことなので特に問題ない。
「……翔太君、それ、どうしたの？」
　俺の顔を見て夏江さん。
「え、まだ残ってます？」
「まだって……リコ、あなた」
　おお、夏江さんは俺の味方っぽいぞ。しかし、夏江さん、でいいのか？　さっきから便宜上そう呼んでいるだけのはずが、次第に慣れてきてしまっている。
「う、うぅ。だって翔太が裸で」
「それは言ったよね！」
「パンツだって言ったじゃん！　まさかは、はだ、はだかだったなんて」
「それでもこんなになるほど叩かなくてもいいでしょう。あらあ痛そう」
「いや、もうそんなに痛くないんで、あは、はは」
　夏江さんに頬をなでられるのは悪い気がしないなフヒヒ。
　……ま、まただ！　また流されてしまっている！
　いけねぇ、あんまり自然だから処理能力が追いつかねぇぞ！　ていうか夏江さんも非の打ち所がねぇ！　なんだこれ！　なんだこれ！
「とにかく、座って座って。お茶いれるわね」
「あ、お、おかまいなく」
　といいつつも座る俺。リコたんも座る。
「……本当に痛くない？」
　小声で訊いてくるリコたん。ばつの悪そうな顔も萌え……る！　いいだろ別に萌えるのは確かなんだよ悪いかはいはいごめんなさいね！
「いや、大丈夫大丈夫」
　しかし、心から笑えないのも事実である。むしろこれ、もう流されたほうがいい気がしてきた。さっきから思考がいったりきたりで先に進まないぞ。ていうか手がかりがほとんどないし。
「どうぞ。熱いから気をつけてね」
　と出されるのはお茶。夏江さんは熱いお茶が好きで、だからこんな暑い日でも熱いお茶が熱いまま出てくるのだ。非常識なまでに熱い。なんかグツグツいってるような、というのが主人公お決まりのリアクションであるが……いや、シャレになってないってこれ。マジでグツグツいってるぞ。しかもテーブルの反対側で夏江さんのニコニコ顔。
　期待されている……！
　これがエロゲのギャグ要素か！　実際に体験することがこんなにも怖いとは思わなかったぞ！
　ここで飲むべきか飲まざるべきか……しかしこれ、飲んだら火傷確実だ。年に一度あるかないかの豪勢な夕食を前に舌をやってしまうのはかなりもったいない。どうする、どうする俺？
「なんで見てるの」
　笑いながらリコたん。
「だってぇ、二人ともかわいくて」
　ニコニコ夏江さん。
「あんなにちっちゃかった二人が、まさか結婚しちゃうなんてねぇ。覚えてる？　小学校のころ、喧嘩ばっかりして。しかもその原因が、翔太君がリコのスカートめくって……」
　クスリと一息ついて、続けた。
「最後は、リコが翔太君のズボンずりおろして引き分けって」
「マ、ママ！　やめてよ！」
「そのときねぇ、翔太君、パンツまで……」
　ぐほぁ。
　これは結構ダメージがでかい。いや、そんなことされた覚えなんかこれっぽっちもないから実感なんぞないが、夏江さんというキャラクターからそういう話が出ると恥ずい。
「わ、私服詰めてくる！」
　リコたんは脱兎のごとく部屋から出て行った。あまりに速かったので反応すらできなかったくらいだ。
「あらあら」
　……しかしこれ、俺が経験した覚えがないだけで、知識としては知っている。
　るはのでの共通ルートで、主人公が高梨家に遊びに行ったときの昔話である。その場にはもうひとりのヒロイン、ツンデレで帰国子女の二階堂うららがいるのだが、今はもちろんいない。
「恥ずかしがることないのに……」
　そして、このイベントはいったんここで終わるのだ。うららがちょっと悔しがって、暗転する。
　しかし、暗転はしなかった。
「ねえ、翔太君」
「……は、はい」
「リコはあんな子だけど……すぐに手出しちゃって、そそっかしくて、まだまだ子供かもしれないけど……でも、いい子に育ってくれたわ」
　俺は夏江さんの顔を見た。
　すぐに目を伏せた。
　直視できない。
「翔太君と幼馴染で、リコは幸せよ。小さいころからずっとリコの友達でいてくれて、あんなことがあったあとも側にいてくれて、主人を信じてくれて」
　俺は……どうすればいいんだろう。
「リコは……ううん、私たちは、翔太君がいなかったら、きっと今みたいに笑っていられなかったと思うの」
　俺は、いなかったんだ。
　だって、俺の記憶の中に、ご近所さんで高梨という苗字の人はいない。
「翔太君は私たちを救ってくれた。ありがとう。そしてね、リコも翔太君のこと、とっても好きだから、結婚できてとても幸せなのよ」
　夏江さんの声がちょっと震えだした。でも俺は顔を見ない。見てはいけない。
　今までみたいな猜疑心からじゃない。
「虫がいいかもしれないけど、これからも、あの子を大事にしてね」
　この言葉は、俺に向けられるべきじゃないのに。
　るはのでの主人公に向けられるべきなのに。
　どうして俺なんだ。だって俺は夏江さんが言っているように、リコたんと小さいころから喧嘩してたわけじゃないし、いわれなき非難から高梨家を守ったわけでもない。
　その俺が、こんな感謝の言葉を受け取っていいはずがないんだ。
　受け取るべき人間は、ほかにいるんだ。
　どうして俺なんだ？
　どうして？
「……し、」
　でも夏江さんは俺に向かって言っている。
「しあ、わせに……」
　だから答えないと、不安を抱かせてしまう。
「します」
「……ありがとう」
　俺は祈った。心から、廊下から「ドッキリ大成功！　いやぁまさかここまでのめりこんじゃうとは思いませんでしたねぇ！　どうです？　ゲームの世界に入り込んだ感想は？」とか芸人が飛び出してくるのを期待した。
　でもこない。
　くる様子は微塵もない。
　なんでこないんだ？
　騙すならこれ以上の引き延ばしは意味ないだろ？　そろそろ一時間枠も終わっちゃうだろ編集しても。どうしてこないんだよ。きてくれよ！
「ありがとう。おばさん、嬉しいわ」
　嗚咽。たがが外れたかのように、夏江さんから聞こえてくる泣き声。
　エンディング後、こんなシーンがあったら涙涙の感動だ。こんなシーンはるはのでにはない。
　娘を嫁に出す母親。寂しいはずだ。伴侶は捕まっていて、これから娘は違う家で暮らす。高梨家には自分ひとりで、まだ世間の誤解が完全に解けたとは言いがたい状況。しかも体は確実に弱り始めている。そんな状況で、それでも娘の幸せを願って、送り出す母親の気持ち。
　想像もできない。
　そして……だからここにきて、これがドッキリではないと……ないだろうと、俺は思った。
　だが、俺はるはのでの主人公ではない。
　ないのだ。
　
　こいつぁ……なんとも。
　帰ってきた父ちゃんと母ちゃん、そんで夏江さんが向かい側に座っているが、二人と比べて夏江さんの若さがパねぇ。下手すると姉ちゃんと同年代に見える。これで高校生（おっと、学園生な）の母なのだから恐れ入る。
　こちら側には、姉ちゃん、俺、そしてリコたんが座っていた。
「えー、今日はささやかながら、愚息翔太、そしてリコちゃんの婚前祝いということで、お集まりいただきました」
　父ちゃん、なに頑張ってんだ。
「身内の身内ですが、まあ私の両親もつきますし、本番は明日ということで、あまりはめをはずさないように」
　ニヤニヤしながら言うなよ。
「それでは、二人の前途を祝し、乾杯」
「かんぱーい」
　ある程度予想はついていたが、もちろん父ちゃんも高梨家のことは知っていた。帰ってくるなり「夏江さんには泊まってもらいなさい」だものな。もうなんか、本当に俺が記憶喪失になったんじゃないかと思えてくる。
「いやあ、しかし翔太もリコちゃんがいてくれてよかったなぁ。危うく一生独身のままだったぞ」
「それもう言った」
　ビールをあおりながら姉ちゃん。
「何度も言わんとすぐ調子に乗るからな、がはは。どうだリコちゃん、翔太は」
「え？」
　話を振られて慌てるリコたん。
「お父さん、なんですか急に」
　ナイス助け舟だ母ちゃん。質問が漠然としすぎて「なんか面白いこと言えよ」と同レベルである。
「なんですかって、今のうちに不満とか聞いておかないとな。入籍はあさってだから、それまでに叩きなおしてやる」
「そんな、翔太は今のままで」
「おー、言うねリコちゃん。嫉妬するわ。今からでもアタシに乗り換えてくれないかなあ」
「こら、慶子も」
　いいぞ母ちゃん。このナッシングデリカシーなやつらを止めてくれ。そうしないと、
「あは、これおいひいですね」
　ほら、暴走が始まる。ラスボスたる夏江さんが動き始めたら、二人がさらに調子に乗るぞ。
　夏江さんが食べているのは漬物だった。ビールに漬物。うーん、この趣味が年齢を感じさせるが、外見と全く釣り合っていない。しかも漬物は母ちゃんの弱点である。
「あらぁ、ありがとう」
　と一気に上機嫌だ。いつの間にか夏江さんのコップは空で、俺がそれに気づいたのも父ちゃんが目で合図してきたからだった。
「な、夏江さん、どうぞ」
　内心嫌で仕方ないが、夏江さんに瓶を差し出す。ほくほくと酌を受ける夏江さんはすでにできあがっているようだ。これはまずい。テキスト三クリックとは実時間でこれか。
「ありがとう、ひょうたくん」
「あの、あんまり飲み過ぎないように」
「だいじょーぶでふって。じへいしまふ」
　すでにサ行が言えていない。全くゲームと一緒だ。酔っ払った状態まで完璧となると、もう俺はどうしていいかわからないよ。
「ねえリコちゃん。そのオタクと結婚する気になったのはどうしてかしら」
　言わなくてもわかるだろうが姉ちゃんだ。隣でおとなしかったリコたんは、箸を持ったまま硬直する。
「え、そ、その」
「おやあ？」
　ニヤニヤする姉ちゃんの横で、リコたんの顔が真っ赤に染まっていった。俯いて口をモゴモゴさせているが、別になにか入っているわけじゃない。
「かわい。ねねね、なんでなんで？　リコちゃんならもっと寄ってくるだろうし、早まったんじゃない？」
　うるさいな。確かに父親の真実が明らかになったあとなら、多少の苦労はあれど、リコたんはいずれ結婚するだろう。姉ちゃんの言うとおりだが、ここで言わなくてもいいじゃないか。
「早まったなんて……そんな、今じゃないと」
「いやあ、こんな子がいてくれて本当に翔太は運がよかったよかった」
「父さん、遮らないでよ」
「え、ええ、まだ話すんですか？」
　慌てるリコたん。姉ちゃんの笑顔が怖い。
「だってねぇ……こいつ、整えればそれなりだけど、あくまで整えればだし、オタクなのは整えようがないし、二次元がどうの言ってるし。まだ童貞なのよ？」
「どどど童貞ちゃうわ！」
「女の子に好かれたことなんかいっちどもなかったのに……それとも、昔からリコちゃんはこいつのこと好きだったり？　まだオタクになる前のこいつ」
　すげえスルーしやがった。渾身のタイミングだと思ったのに。というか童貞いうなよバカ。あさって入籍する相手の女性経験がなんだってんだよ！　このビッチめ！
「……オタクでも、翔太は翔太だから」
　リコたんの言葉で。
　少し場が静まった。
　リコたんがそれに気づいて、きょろきょろと顔を見る。
「あ、あの、変なこと言いました？」
　そのとき、俺は思い出したのだ。ありがちながら、るはのでのリコルートに出てくる主人公が同じようなことを言った。父親のことで非難をあびるリコは、主人公の親切を重荷に感じて、こう言う。「どうして？　人殺しの娘なのに」心の底では父親を信じていても、周りの人間を信じることができなくなったリコに、主人公は言う。「なに言ってるんだ。リコはリコだ。俺は昔からお前を知ってる」このあとに、夏江さんは夏江さん、という風に続く。一見父親をdisってるとか、昔から知ってる彼女の父親がまさかの犯罪者になりましたがなどと言われるが、このシーンは主人公△の名シーンのひとつである。
　ちょっと考えて、そして言ったリコたんは、おそらくこれを意識している。大変だった時期に言われたんだろう。
「そこまで言われちゃあしょうがないね。後悔しないようにね」
「そんな、後悔なんて、しません」
「おい翔太」
　姉ちゃん、おいは怖い。姉ちゃんは無言でビール瓶を突き出してきた。そのまま視線を父ちゃんに向けると、父ちゃんは無言で頷く。いや止めろし。未成年ですが！
　しかし無言の要求には従わねばならん。俺がこのヒエラルキーの中で底辺なのは間違いなく事実である。オレンジジュースを飲み干し、コップを差し出す。
「ここまで言わせるんだから罪作りだねぇ」
　母ちゃんまでノってきやがった。助けてくれ。
「お前はどうなんだ、ん？」
「や、やめてよね、そういうの」
「キモいから中途半端に恥ずかしがるな」
「だだだから！」
「で、どうなの？　あんた、リコちゃん泣かせたらさっきみたいになるんだからね？」
　ぐぐ、そんなことは身をもって思い知っている。しかし俺の主張を聞けと叫びたい。この調子じゃ叫んでも無駄か。「いやさあ、実はこの子、今日初めて会ってさぁ、いやね、エロゲのリコたんにそっくりだけどね、なんで俺のお嫁さんになるんだかさっぱりで」とか言ったら二秒後にはミンチである。
　そもそも、この状況はおかしいに決まっているのだ。妥協して、リコたんや夏江さんが本物だったとして、なんでいきなり三次元化して、しかも俺の家族がそれを受け入れちゃっているのか意味がわからない。三人の記憶が明らかに改変されている。
「どうなの」
「だ、大丈夫だって！　おお、俺だって男だ！」
　父ちゃんが嬉しそうに頷く。この他意のなさそうな感じがまた、俺に違和感を与えるのだ。
「よく言った翔太。ただ言うのは簡単だ。ちゃんとこれからの行動で示さないとな」
「わかって……るよ」
「ひんぱいなんれひれまへんよお」
　夏江さんはもはやなにを言ってるのか聞き取るのが難しくなっている。今度はタ行が言えなくなったみたいだ。キャラ立ってるよなぁ、無意味に。
「ひょうらくん、むかひかららのもひかっらんれふから」
　気がつくとコップは空である。この人、こと酒に関してはよくわからない。自分が酒に弱いの知ってて飲むんだもんなぁ。現実になるとちょっと勘弁してほしい癖だ。
「きっろしあわへにひれくれまふ。あのひろもあんひんひれるわ」
「期待どおりだといいんだけどねぇ」
　この家族は、もうちょっと俺をたててもいいんじゃないかと思う。めでたいはずの席で、なんでここまで言われなきゃならんのか。
　コップを空にすると、喉を通り抜ける苦味に閉口した。うまさがさっぱりわからん。普通の炭酸ジュースで結構だというのに、大人はなぜか子供はみんなアルコールに憧れを抱いてると思ってやがる。
　一瞬でビールがそそがれていた。姉ちゃんだ。
「ま、今から慣れとけ」
　やかましいわ！
　
　うおえっぷ。
　げろげろ。
　超キモチワルイ。
　トイレで這いつくばって、もう駄目だろこれ。インフルエンザで死にかけたときもここまで気持ち悪くなかったぞ。食べたもの全部吐いちまった。残ってないと思ったらまた出てくる。胃の中にこんなに入ってたのかってのはちょっと新鮮だったが、こんな変なところで感心してるあたり限界が近い。
　なんでこんなのが好きなんだ大人は。つうか俺だけなんで弱いんだよ。父ちゃんも母ちゃんも姉ちゃんも、俺の三倍は飲んでるのに赤い顔でゲラゲラ笑ってるし。夏江さんもとうとうなにを言ってるかわからなくなったが、ほっこりした笑顔で相変わらずだ。
　確かに席を立ちたいとは思っていたよ。思っていましたとも。あのままずっといたらいつ余計なこと言ってしまうかわからなかったし、新情報もまとめたいと思ってた。だがこんな状態じゃろくに字なんか書けないし、頭の中でまとめることすらできない。パーである。というか立てない。トイレから出ることすらできないなんて、なんて情けないんだ俺。いや情けないのは俺だが諸悪の根源は家族だ。これがアルハラってヤツですね、わかります。姉ちゃんの今から慣れとけってセリフはそういう意味かこの野郎。あーもう、さっきまで悩んでたことが一気に同でもよくなってきた。
　あー、死にたいなぁ。こんなに辛いならいっそ死んで、次はそうだな。巨大ロボットのパイロットとして生まれたいなぁ。もしくは女の子。
　あまりにも汚いので、どうにか水を流した。目の前で水が流れるのは涼しい。便器にここまで顔を近づけてもどうも思わないのは、そのほかの全部がどうでもいいのと同じ理屈で、ようするにアルコールが神経を鈍らせているのである。こうやって正気度をチェックしないと自分がどうなってるかもわからないとは、もはや凶器だな。
　口が酸っぱい。不快。
　さすがに便器の水を使うのは踏みとどまった。上の給水口ならまだマシだろう。ゆすぐ分には。流れ終わるまでに立てるかな。
　ううん、さっきからなんか変なものが頭の中でひっかかっている。これが酔いに拍車をかけている気もする。変に気をとられて、酒への対抗がうまくいってないような、そんな感じだ。
　でもわからない。もっとすっきりしてたらあっという間に拾えそうな気がするが、そうじゃないから仕方ない。なんだよこれ、もう。
　リコたんのセリフ、だった気がするんだよなぁ。
「しょ、翔太？」
　うん？　俺を呼ぶリコたんは誰だ？
「ねえ、大丈夫？」
　そういやリコたん、昼に会ってから大丈夫って言いっぱなしだなぁ。そりゃ昼間はテンパり具合も尋常じゃなかったから、そういうセリフしか言わせなかった俺が悪いんだが、そのせいであんまりコミュニケーションとれてなかった。いや、そもそも昼間はあんまりコミュニケーションとる気がなかった。よく見なくても超かわいいし、俺の嫁の高梨リコだし、リアルに俺の嫁だし、今頬にあたってる手も柔らかいし、唇柔らかそうだし（いや柔らかかったな実際。味はしなかったけど）、華奢な体も柔らかそうだし、おっぱい大きそうだし、そのほかもろもろ。
　これが俺のものか。
　マジか。
　悪くないよな、ホント。
　だってこれ、オタクの夢じゃん。二次元の嫁とリアルに結婚とか。
「立てる？　部屋までいける？」
「うむぅ」
「駄目そうだね……」
　や、ははは、これは事故事故。酔ってるからね、仕方ないね。
　というわけで、俺はリコたんの腕を掴んで引き寄せた。
「ひゃっ？」
　目の前に顔。吐息すらも感じられる近さ。
　全国のリコファン諸君。残念だったな。クケケケ。
　リコたんを抱きしめて、
「あ、しょ、翔太」
「……んー、こえがリコたんか」
「翔太、」
「やらかいなー」
　キモい？　わかってら。しらふじゃできないことをやるために酔うんでしょ、きっと。
　というわけで、全部の疑問とかは棚上げして、今は素直に喜んでおこう。リコたん、ありがとう。
「しあわせだなー」
「……そうなの？」
「うん」
「……よかった。翔太、昼間はなんか怖かったから」
　そりゃ仕方ないってもんだ。
「私も幸せだよ」
　リコたんの声で言われちゃボッキもんですな。ていうかリコたんなんだけど。
　しかし、うん、柔らかい。
「ねえ、いまさらだけど」
「なに？」
「ごめんね」
　リコたんから出る謝罪。
　特に思い当たらない。
「なにが？」
「急に、こんな急にいろいろ決まっちゃって」
「きにすんない」
　どうせ前から決まってても俺は知らないのだ。いつ決まったって一緒である。
「夢みたい……本当に、こうなることを願ってた」
「んん？　どしたの、急に」
　どろりと視界が歪む。あ、やべ、限界か。
　リコたんが俺の腕を解いて、顔をあげた。
　ほとんど沈みかけていた意識の中で、わずかに声が聞こえたような気がした。
「ここまでうまくいくと思ってなかったから」
　
　ぎくり。
　いきなり目の前が真っ暗になった。
　トイレの明かりも、居間の喧騒も、全て消えた。
　聞こえるのは自分の息と、衣擦れと、心臓の音。
　破裂しそうなほどに動悸が早い。
　なにかがまとわりついている。体中に流れる汗が染み込んで気持ち悪い。同時に頭を強烈な痛みが襲って、ぎゅうと声が漏れた。
　いや、明かりが消えたんじゃなくて、もとからついていないんだ。
　がむしゃらに手足を動かすと、俺にかぶさっていた夏用の毛布がずれていった。
　ちょっと汗の染み込んだ匂い。すぐわかる。俺のベッドだ。
　俺の部屋。
　なんでここにいるんだ？
　姉ちゃんに酒を飲まされて、あまりに気持ち悪くなって、トイレで吐いて、意識が朦朧として、でもそれは覚えてる。
　リコたんが来たことも覚えてる。俺がちょっとハメをはずしたことも。
　そこから記憶がない。
　リコたんのあのセリフで、途切れている。
　手探りで電気をつけた。蛍光灯がすげぇ眩しくて目が痛い。
　三時。
　午前の三時だ。外は真っ暗で、車も走っていない。
「……いてえ」
　ガンガンとなにかが殴りつけてるみたいだ。二日酔いの苦しみが理解できたが、こんな状態になるのがわかってて飲むならそいつの自業自得だ。
　でも、あの思考不能の状態からはどうにか回復してるようだ。少しフラフラするけど、椅子に座ったらどうにか落ち着く。
　まだ動悸はおさまらない。
　あれはなんだったんだ？
　リコたんのあの言葉。なんだっけ。「こんなにうまくいくとは思ってなかった」、それはどういう意味だ？　というか……あれは、そもそも……幻覚、とかじゃないよな？　夢とか。
　そこまでの記憶がはっきりしているのに、そこからが定かでない。いきなり切れている。夢でよくある。覚えてないというか、そこまでしかない。あのリアリティは夢とは思えないが、リアルな夢なら何度か見た。ましてや前後不覚だったのだ。
　しまった。夢という逃げ道を出してしまったら、急に現実味がなくなってきた。でも思ってもみろ。もしもだよ、万が一リコたんが俺をなんとかして騙そうとしていたとしても、どうしてあそこでそれを白状しなきゃいけないんだ？
　そうだろ、口が滑ったにしては重大すぎる。計画を白状してるってことだ。そんなことする意味がわからん。俺が泥酔状態だったとはいえ、それを言っちゃ全てがおしまいだ。いうならせめて、籍を入れる直前とかだろ。そのときの俺の怒りは予想できないが。
　……くそ、やっぱおかしいよ。冷静になれよ俺！
　再度復唱！　エロゲーはフィクションである！
　二次元が三次元になるなんて……やっぱありえないんだ！
　だけど、じゃあなんだ？
　ドッキリにしてもおかしいだろ？
　ここまで手の込んだことして、いったいなんの得があるってんだ。ああやっぱりふりだしじゃねぇか！　そもそも説明できないんだよ、人の手じゃ！　夏江さんもリコたんも、演技の水準をぶっ飛んでる。どれだけうまい役者でも、日常の些細な言動まで完璧になりきることなんてできやしないだろ、多分。あの二人は『そのもの』なんだよ！
　矛盾するじゃねぇか。エロゲーは現実じゃないが、でも現実にあの二人はいる。
　こんなの、考えて解決する問題じゃない。
　かといって、誰かに話そうにも……ん？
　肘を置いてる机の上に、ＰＣがある。るはのでがなぜか入っていないＰＣ。
　しかしこいつはインターネットに繋がっている。
　……そうだ、調べられる！　なんで気づかなかったんだ、このバカ野郎！　俺の部屋になくったって、十万本超えた作品だ。検索したら絶対にヒットするじゃないか！
　だが待て、ここでＰＣを使うのは賢くない。デスクトップはやかましいし、打鍵の音にも気を使わなくちゃならない。フフフ、ここにきてアレが役に立つよ。普段呟くことしかしないスマートフォンが、買い換えたはいいが使いにくくてしょうがないスマートフォンが今まさに！
　昼間は現状把握で、ネット上まで気が回らなかった。リコたんにＰＣのこと聞かれてから、ちょっと怖かったのもある。だが今は平気だ。階下の様子を見るに、全員寝ちまってるはずだ。ホントは確かめたほうがいいんだろうが、それはなんか気が進まない。怖い？　うるせえ、怖いよ。悪いか。
　学校から帰ってから出してない。だからカバンの中にある。Ｃ・ＬＯＣＫというヤツで、コミュニケーション・ロックの略だ。内臓のブラウザはなかなか快適で、寝ころんで使う分には画面の小ささを補ってあまりある。
　検索欄に「夢見る小鳥は桜の園で」を打ち込んだ。が、検索ボタンを押すのにちょっとためらう。嫌な予感が頭を掠める。
　予感は的中する。もはやなにを心配していたか言う必要もない。
　検索結果十二件。
　しかも、全く関係ない、ゲームと全く関係ないポエムとその感想みたいなヤツで全部。
　……。
　ぐぐぐ。
　認めなければいかんのが非常に腹が立つ。俺の拠って立つ常識が音を立てて崩れていく。
　念のため「るはので」でも検索してみた。
　出てくるわけがなかった。
　少なくとも……今、この瞬間、るはのでは存在しない。
　日本のどこにも。
　ネットのどこにも。
「……これも夢か？」
　呟いてみたが、夢じゃない。頬をつねってみても夢じゃない。
　殴りたい。自分を殴りたい。
「……マジで勘弁してくれ」
　アンテナはちゃんと五本立っている。うまく繋がっていないなんてことはない。
　ミューミューを起動した。少し前から逸っている呟き関連のアプリで、英語のなにかを日本語の近い音に置き換えたのが由来だそうだ。フォローしているのはいわゆるそういう関係の人間ばかりで、タイムラインは放送されたアニメの最新話に関する感想や議論、明日の同人イベントへのデスマーチ報告や待ち合わせなどで埋まっていた。
　これも念のためだが、るはのでで全呟きを検索してみた。出るわけがなかった。
　……プリズムサンシャインソフトも存在しない。
　爆発していい？
　いや、爆発する前にすることがある。昼間のうちに得た情報をまとめねばならない。
　ルーズリーフにほとんど殴り書きのように、夏江さんやリコたん、ウチの家族についての事実をまとめた。これで明らかになるのは、彼らの主張がある前提によれば、全く筋が通っているということだ。
　俺は『仮定：高梨家は存在する』と〆に書いた。
　これは敗北宣言に近いが、こうしないと先に進まないように思える。
　さて、高梨家が存在するとなったら、次はこれだ。
　『俺には高梨家の記憶がない』
　つまるところ、問題はこれなのだ。
　昨日までの呟きを遡りまくったが、るはのでに関する話題が不自然に消えていること以外、ほぼ記憶どおりだった。ほぼ、というのは、自分でも呟いたことを思い出せないものがいくつかあったからだ。
　もちろん、結婚に関しての呟きはゼロだ。高梨家が存在するような呟きはひとつもない。
　ここから、もうひとつの仮定を除外できないだろうか。
　これは、記憶がない人間の周りが急に変わっている、というシチュエーションの話にはありがちなことである。そう、俺が世界観移動をあばばばば。やっぱＳＦかよ！
　いや待て！　ここまで来るともうＳＦでしか説明ができん。筋が通る話は、もう現実的な説明ができない！
　そうすると、もうひとつ、今までうっすらと考えてきた可能性をあげてもいい。
　これだ。『エロゲーのキャラが実体化し、筋が通るようにみんなの記憶が改変されている』。
　なんというご都合設定。ブーイングもんだぞ。いや、話の始まりがこれで、それが主題になるようなら別にいい。もともとそういう話ならそれで構わん。しかしラノベやエロゲーの知識しかない俺の貧困なライブラリを参照するに、こういうのは何かしら理由が必要である。最近のオタクどもは理由なきご都合主義に否定的である。それがファンタジックなものならなおさらだ。物理的に説明できないなら、せめて因果関係をはっきりさせろと。そしてそれに応えるような作品も多い。たまに一切の説明なく、強引に感動させちまう名作もあるが。
　そこから考えるんだ。なにかないか。ほら、なんとなく感じてたものがあるだろ。違和感だ。
　……
　来た来た来た！
　くそっ、これだ！　これが違和感の正体だ！
　なんでこんなことを今まで放置してたんだ！　何度も提示されてきたことだろ！
　結婚だ！
　考えても見ろ、あさって……いや、もう明日か……に入籍する理由は、俺が結婚可能年齢に達するからだ！　だからその日まで、俺とリコたんは正式には内縁である。
　だが待てよ。ここで「意義あり！」だ。
　そもそも、まだ学生の俺とリコたんの結婚をなんで許すんだ？
　親の庇護も離れていない、成人すらしていない子供だぞ。
　父ちゃんも母ちゃんも、夏江さんも、誰一人それを話題にしていない。ありえねえだろ！　いくらなんでも、常識的に考えて！
　不自然な点はここだ。リコたんは急に決まったと言ったが、なんでこんなに結婚を急ぐんだ？　なにしろ俺とリコたんは、話を聞いてみればまだ恋人になったかすら怪しいところである。姉ちゃんが童貞って言ってたからエッチもしてない、はずだ、いやきっと。いつの間にか脱童貞されてても記憶がなかったらすげぇ嫌だ。
　それを、いろんなことすっ飛ばしてなんで結婚なんだ？　普通問題になるだろ！　だって別に、俺とリコたんは現状、特に結婚を急ぐような理由はないのである。ご近所さんで、リコたんの父親の疑惑も解消されて、高梨家は今から生活を立て直す段階だ。夏江さんだって体が弱ってきているこんなとき、逆に結婚してリコたんが家を出るのはどういうわけだ？
　ぐおお、気がついてみれば明白じゃねぇか！　変なところだらけだよ！　そういや夕飯のとき、疑問に感じたのはなんだっけ？　それも関係ありそうだ。リコたんの発言。ええと……くそ、頭いてぇな。
　――早まったなんて……そんな、今じゃないと。
　おおおお！　これだ！　このセリフだ！
　危ねぇ、スルーするところだったぜ！　これも疑惑の一言だ！　今じゃないとってなんだ？
　今、この時期に結婚しなかったらなんか不都合があるのか？
　タイムリミットでもあるかのような言い方じゃないか。
　ちくしょう、流されなくてよかった！　このまま思考停止しなくてよかった！
　汗をだらだらかいてるが、暑さのせいだけじゃない。俺は気づいたんだ。
　高梨リコはなにか隠している。
　ドッキリとか、演技とか、そういう次元の話じゃない。もっと根本的なことを隠している。
　よし。俺、復活！　奈宮翔太、復活ッ！
　そう考えると、あながちさっきのリコたんも夢とは思えなくなってきたな。とりあえず書いておこう。ここまでうまくいくとは、と。隠しているというより、画策しているような感じだ。
　フ、フフフ。フハハハハ！
　デッドラインは明日。
　明日中に、この真実を解き明かしてやる！
　
　

４：俺の嫁と手を繋ごう！
　
　というわけで、俺は朝まで『あんふぁみ・ぷりんせす！』を読んで過ごした。普通の話だったがヒロインはかわいい。実際にはいてほしくないタイプの人間であるけれども。
　実際、俺がつぶれたのが九時ごろだったから、午前三時までがっつり寝たことになるわけで、ついでに驚愕の事実に気づいたことに興奮してて、さっぱり眠る気にならなかった。おかげでスケジュールを調整できたので悪くはない。
　さて、今は六時。
　これからどうすべきか。
　状況を鑑みるに、ストレートに話を出すのはやっぱよくない。家族は変な顔をするだけだろうが、リコたんは明らかに『事態が正常でない』ことを確信している。この結婚が性急に過ぎ、それでも強行しなければならないことを自覚している。そんなリコたんの耳に入るような言動は慎むべきである。
　しかしこれはなかなか難しい。そもそも家族から情報を得ようとしても、なにも知らなそうだ。早まったとか言うのは俺に対しての軽口である。そうでなきゃもっと深刻な顔をしてるはずだ。夏江さんはぐだぐだになっていたが、口を滑らせはしなかった。酔ってあれなんだからしらふじゃなにを隠してても言うまい。ゲームでもそうだったし。
　ちょっとでも怪しい言動をしたのはリコたんしかいないが、そのリコたんから能動的に情報を引き出そうとするのは自殺に等しい。なにせラスボスだ。口を滑らすのを待つしかない。幸い、彼女には前例があるから、また今日のどこかで重要なヒントを漏らしてもおかしくはない。
　となれば、今日はリコたんにつきっきりが一番よさそうに思える。大事なのは、疑っていることをおくびにも出してはいけないということだ。昨日の混乱は寝ているうちに解消し、明日夫となる、それが当たり前のように振舞わなきゃいかん。
　それでこそ相手も油断するというもの。
　よし、方針決まり。
　あくまで表面的には、今を受け入れる。これだ。
　がんばれ俺！　俺はできる子でしょ！　普段は情けない男がここぞというときに本領を発揮する、それがエンターテイメントってもんだ！　『あんふぁみ・ぷりんせす！』でも主人公は襲いくる敵からお姫様を守ろうと果敢に立ち向かうじゃないか！　ちょっとシチュエーションは違うが。
　そして真実を暴き出し、ハッピーエンドへ事態は収束するのだ。おお、なんか主人公っぽいぞ俺。これでラノベ書けるんじゃね？
　では、いざ行かん、戦いの舞台へと！
　
「あ、翔太。十時ごろにお父さんたち来るから迎えに行ってくれないか」
　新聞を読んでいた父ちゃんが言った。駅までは歩いて十五分ほどだ。
「父ちゃん、車で行けばいいじゃん」
「今日は出勤だからな。もう出ないと」
　休日出勤お疲れ様です。
　母ちゃんがちょっと体調を崩したらしい。二日酔いだ。姉ちゃんは補講があるとかで、どっちにしろ大学へは電車で行くから駅までは行くが、帰ってこない。大学って土曜も授業あるのな。ちなみに姉ちゃんはまだ寝ている。
「お前、早いな。どうしたんだ」
「眠れなかったっていうか」
　パンを焼きながら俺。まだ夏江さんとリコたんも寝ているようだ。
「目、覚めちゃってさ」
「ふうん。珍しいこともあるもんだ」
　……ここで、父ちゃんに訊いてみるのはありか？
　いや、さっき自分で除外しておきながら言うのもなんだが、父ちゃんはずいぶんと常識人である。結婚の話などこれより前には出たことなかったからわからないが、ガングロだった姉ちゃんにさんざん小言を言っていた（おかげで、三年前の親子仲は今からは想像できないくらい悪かった）し、俺のエロゲー趣味にも、好きにさせてくれているとはいえいい顔をしていない。認めてもらうために、そのとき持っていたエロゲーについて解説させられたほどだ。羞恥プレイみたいだったなありゃ。でもそれで話が通じるんだから、甘いほうだろう。
　そんな父ちゃんが、若い二人の結婚についてなんの葛藤もなかったわけがない。いやいや、早まるなよ。俺の記憶がないように、父ちゃんたちもあくまで「自然に受け入れている」ように記憶が改ざんされているとしたら、ここで尋ねるだけ無駄だ。リコたんに漏れるリスクが高くなる分タチが悪い。
　やっぱ訊けないな。
「ねえ、父ちゃん。結婚式いつだっけ？」
　とはいえ、なにもしないのもどうかと。ちょっと関係のなさそうな、それでいて事態に深く関わっていそうなことを訊いてみた。
「なんだ、式は挙げんと決まったじゃないか。高梨さんちは浩太さんがあんな状態だし、それに二人ともまだ若いからな。大学を卒業してからでも遅くはなかろう」
　父ちゃんの言葉は、でも期待以上の情報をくれた。
　やはり父ちゃんは、ちょっとひっかかっている部分がある。
　俺たちが若いから、という部分だ。
　ええい、ままよ！　これは賭けだ！　父ちゃんは今から仕事に行く。帰ってくるのはいつか知らんが、しばらくリコたんと接触はしないはずだ！
「や、やっぱ若いよね」
「したいのか、お前。ちょっと前は恥ずかしいとか言ってたのに」
　当然ながらそんな覚えはない。恥ずかしいのはあたっている。
「い、いやさあ、ちょっと不思議なんだよね。よく許してくれたっていうか、ほほほほら、まだ学生でしょ？　結婚なんか早いっていうかと思ってたからさあ」
　父ちゃんが新聞紙から顔をあげる。
「リコちゃんはいい子だ。早いのは確かだが、これでお前もしっかりすると思えば、早くてよかった」
「でででもさ、まだ俺たち、付き合ってもなかったからさ。そういう段階踏まなくて一気に結婚でしょ？　いくらなんでも許してくれないと思ってて」
「なんだ、付き合ってなかったのか。父さんはてっきり、中学くらいからそうだと思ってたぞ」
　ぐぐぐ、肝心な説明が出てこない。
「それにしたって、俺、まだ稼ぎはないし、夏江さんをひとりにするのは」
「もうすぐ浩太さんも出所する。うちも近いし正子も遊びに行ってるから、まあ心配が全くないと言えば嘘になるが、お前はもっと別なところを心配しろ」
「別なとこ？」
「リコちゃんにふさわしい男になることだ。彼女に見合う男なんかそういない」
　ここに来て人生訓が来るとは思わなかったぞ！　いや、俺の意図と違うだけで話の流れ的にはそんなもんか。あんまりずばっと行くと誤解されそうだし。
「じゃあ、そろそろ出るかな」
「あ、ちょ、ま」
「お父さんたちのこと、頼んだぞ」
　部屋を出て行く父ちゃん。
　……くそ、聞き出せなかった。いい方も悪かったが、父ちゃん、なんで今結婚しなきゃならないかについて一言も口にしなかったな。
　一言も……これって不自然なのか？　結婚が決まってることなんだからいまさらって気もするが、にしたってあからさまに避けてたような気がする。それとも俺の考え過ぎか？
　ああもう、混乱しただけじゃないか！　いや、新しい情報が入ったからこそだと考えろ！
　今の父ちゃんだけではサンプルが足りないが、あとリコたんと接触がなさそうなのは姉ちゃんくらいしかいない。姉ちゃんが大学に行くときに一緒に家を出て、ついでに訊いてみるか？
　それともじいちゃんたちに……いや、駄目だ。あんまり手を広げすぎるとやっぱ危険だ。ここは当初のやり方どおり、リコたん自身から情報を引き出すようにしたほうがいい。
　となると……くそ、もう訊いちまったんだから、できるだけ父ちゃんから情報を聞き出したほうが得じゃないか。でもなにが必要なんだ？　そんなのはあとで考えろ！　今は父ちゃんを呼び止めるのが先だ！　廊下に出て、玄関に……
「行ってらっしゃい、おじさま」
　寝巻きのリコたんがいた。
「ふふふ、照れくさいな。行ってくる」
　鼻の下を伸ばした父ちゃん。
　思いつく限り最悪の展開である。ここにリコたんがいることで、俺はいきなり詰んでしまったかもしれない。
　リコたんはいつから起きていたのか。もしずっと起きていて、俺と父ちゃんの会話を聞いていたなら、どうなる？　俺の目論見が全部バレてしまっていることになる。ああ、なんてこった！　やっぱ最初の方針を堅守するべきだった！
「翔太、いいな。十時だぞ」
　父ちゃんの言葉に、リコたんがこっちを向いた。
「翔太……きゃっ」
　悲鳴をあげて、和室に飛び込む。昨晩、リコたんと夏江さん用に用意されていた部屋だ。
「しょ、翔太、いるならいるって……」
　ん？　なんで隠れたんだ？
「い、いや、さっき父ちゃんと話してて。こ、声とか聞こえなかった？」
「だって、私、おじさまが靴をはく音で起きたから……いつも寝坊のくせに」
　おっと？　これはまさかのセーフじゃないか？　リコたんは父ちゃんが部屋を出て、俺が追いかける間に起きた。父ちゃんを見送って、でも俺が起きてることは知らないから……だから、なんで隠れたんだ？
「リコた……ちゃん、どしたのさ。起きたんなら、パン焼いて食べなよ」
「すぐ行くから！」
　うん？
　意味がわからないが、俺は今に戻った。こんなテキスト、ゲームにあったっけ。いや、リコたんは夏江さんに比べるとゲームのシナリオにない、しかし高梨リコというキャラがとってもおかしくないような言動が多い。テキストになくたって、これはリコたんのとった行動である。
　それがなにを意味するかは、結局俺にはわからなかったが、すぐに答えが示された。
　数分後に今に入ってきたリコたんは、普段着に着替えていた。
「……」
「あれ、着替えたの？」
「う、うん」
「別に着替えなきゃいけないってことはないけど。俺はただ昨日、着替えないでつぶれただけだし」
「そういうのじゃなくて……い、いいから、ね」
「……パジャマ」
「み、みみ、見てない、よね？」
「すキャットの」
「見てない見てない見てない！」
　すキャットというのは、有名なあの歌手をパロった猫のキャラクターである。年長者向けのネタキャラの癖に、なぜか小学生に受けてしまい一時期ブームになった。ゆるキャラに分類されるが、腹部のボタン押すとパロディ元のあの歌が流れるのが実にシュールで、一部のオタクにもバカ受けし動画投稿サイトでもさんざんしゃぶり尽くされた。確か……そう、確かるはのでにもそれをさらにパロったマスコットがいたような。
　つまり、リコたんはすキャットが好きなのか。
「あの、もしかして恥ずかしいの？」
「……見られるなんて」
　なんということだ。さっきのアレはただすキャットの寝巻きを着ているのを見られたのが恥ずかしかっただけなのか。なんというミスリードだ。俺の思考時間を返せ。
「な、なんていうか、その、別にすキャットは女子高生とかにも、ほら、ちょっとウケてたし」
　寝巻きを買うほどではなかっただろうが。
　フォローはほとんど効果を表さなかったようで、しばらくリコたんは一言も口をきかなかった。黙々とパンを食べ、ニュースを見ている。
　嘘をついている、という可能性は否めない。父ちゃんのせいで起きたのではなく、その前から起きていた。それを見つかったため、別の話題でそらした。そこまで頭が回ると考えて、過敏とは言えないだろう。結局彼女は俺と話さない口実を得た。
　無言の時間が過ぎた。
　どうにか会話を切り出そうと悶々としていると、夏江さんが起きてきた。
「おはよう。翔太君、早いのね。体調は大丈夫？」
「特に。アルコールも抜けてるみたいです」
「そう」
　夏江さんは笑って、
「ごめんね。止めるべきだったのに」
　それは期待していない。確かに夏江さんは、父ちゃんと姉ちゃんに乗って俺をアルコール漬けにさせようとはしなかったが、それは母ちゃんとリコたんの三人でのほほんと話していたからだ。酔っ払った夏江さんが他人に気を回せるはずがなかった。
「リコ……リコ、どうしたの。ふくれっ面で」
「なんでもない」
　夏江さんはリコたんを観察し……合点がいった様子で、いつものニコニコと優しい笑顔を浮かべた。
「ごめんね、翔太君。この子ったらいつまで経っても子供で」
「いや、それは」
「ママ！」
　
　リコたんの機嫌は悪化した。そこまでのことか、と妙な気もするが、そこは女の子の考えることだ。姉ちゃんが起きてきてひとしきり笑い、なだめることによってなんとか話すようにはなったのだが。
「ぜ、絶対に秘密だからね」
「わかってるって」
　原因が明らかになって、俺はしかし、思考をフル回転させていた。ゲームに登場しなかったリコたんの趣味。このリコたんは、ゲームのリコたんとは違う？
　それとも裏設定で存在していたのだろうか。そういやゲーム中で、リコたんだけ寝巻きの立ち絵がなかった。これが彼女を人気三位にしている理由のひとつだが、俺も疑問だったのだ。そういや彼女は、かたくなに寝巻きを見せるのを拒んでいたようなフシがある。物語に全く関係ないことなので、本当に裏設定レベルの意味のないものであるが、それがライターの考えどおりのことならば、ほかにも裏設定を示すテキストがあるかもしれん。じゃなくて、もうひとつの可能性はやはり、彼女が嘘をついて話題をそらした、というものだ。
　とにかく、寝ている母ちゃんを除いて、今家にいる人間は居間で過ごした。部屋に戻ることもできたが、今の俺はやる気満々だ。どんな些細な事柄も、全て拾ってやる心積もりである。
「で、十時にじいちゃんたちが来るから、迎えに行けって、姉ちゃんに」
「あんたよね」
「なんでわかった」
「アタシは補講だって知ってんでしょ」
　姉ちゃんに嘘は通じない。
「それより、あれ」
　声を低くして、姉ちゃんがソファに座っているリコたんを示す。隣の夏江さんと一緒にテレビを見ている。
「あんた、フォローしときなさいよ」
「え、俺？」
「あんた以外に誰がいるの。パジャマ見られるって恥ずかしいことなんだからね」
　女心はわからん。
「それにあんた、昨日からちょっとおかしいよ。リコちゃんとなにかあったの？」
　なにかあったっていうか、それ以前の問題だと言いたい。なにが起きてこうなったんだ。
「もっと優しくしてあげなさいよ。いくらあんたでもそのくらいできるでしょ」
「……わ、わかったよ」
　俺としても、あまりリコたんを傷つけるのは本意ではない。謎が解ければよいのだ。その後のことは、わかってから考えても遅くない。
　夏江さんがなにか話しかけ、ぽつりと応えるリコたん。内容はわからない。
　……むう。
「り、リコ、ちゃん」
　ちょうど九時になった。
　リコたんが振り向くと、精一杯の笑顔で俺は言った。
「じいちゃんたち迎えに行くんだけど、一緒に来ない？」
「え……う、うん。行く」
　脳みそフル回転でこれってのが情けないが、とにかく、チャンスを作らなければならないのだ。二人きりが理想である。昨日、高梨家に行ったときのように、駅まで歩く間だけでも話したい。
「……ま、内容次第だけどね」
　姉ちゃんが麦茶を飲みながら言った。わかってら。それをあと三十分で考えるんだ。
「それじゃアタシはそろそろ。夏江さん、大学行ってきます。三時くらいには帰るかな」
「はい、わかりました。気をつけてね」
　出て行き様にアイコンタクト。なにを言いたいかはさっぱりだが、まぁ、帰ってくるまでに仲直りしておかないと云々とかそういうアレだろう。喧嘩なんぞしとらんが。
　三十分は瞬く間に過ぎたが、その間は会話がなかった。リコたんがちらちらこっちを見ていたのが気になってはいたが、ニュースに見入っているふりをして未来予測を激しくおこなっていたのだ。考え付く限りの会話パターンを作ってはストックする。違和感のない質問、ウイットにとんだ受け答え。リコたんがどんな会話を好むかも思い出しておかねばならない。お菓子と、猫と、えーと……
「翔太君」
　どきり。
「ふぇっ？　あ、も、もうこんな時間か」
　あぶねぇ。夏江さんに言われなきゃそのままスルーしてた。じいちゃんとばあちゃんは歳の割りに快活だから、迎えに行くのが遅れたらそのまま二人で町に繰り出しかねない。
　夏江さんに母ちゃんを頼んで、俺たちは家を出た。高梨家と反対のほうに歩けば大通りで、東に行けば駅である。
　しかし、なにから切り出せばいいものか。幾通りものセリフが頭の中に渦巻いているが、いざ口にするとどれもが胡散臭くなりそうだった。あくまで意図に気づかれないよう、ちょっとギクシャクした関係を修復する必要がある。
　リコたんはやはりちらちら俺を見ている。いっそのことリコたんから声をかけてくれれば楽なんだが、一度不機嫌になった手前、それはしにくそうである。やっぱここは、謝るのが最適のような気がする。
「あ、あ……あの、さっきは」
　このどもり癖、どうにかならんものか。緊張するとすぐにこれだ。
「ごめん。不可抗力とはいえ、見ちゃって」
　リコたんは首を振ると、
「ううん、気にして……ないから」
　ぐ、気にしてる。パジャマを見られるのがそんなに恥ずかしいなんて理解できんが、女の子にとっては重要なことらしい。
　いや待て、リコたんは父ちゃんには見られても平気だったじゃないか。俺に見られるのが嫌……もしかしてあのパジャマになにか秘密が！
　なわけねぇ。そんな伏線があってたまるか。
「こ、今度から気をつけるよ。その……やっぱり、嫌なことはしたくないから。昨日までのことはごめん。もっとしっかりしなきゃな」
　……そうだ。しっかりしなきゃ。目的は二つ。ひとつ、リコたんの真実を暴くこと。もうひとつは、あまり波風を立てないようにすることだ。俺は平和主義者だし、リコたんはかわいいし、か弱いし、それに姉ちゃんは怖い。よく考えれば、結婚はとりあえず置いといて、リコたんと仲良くなる分には全く構わないんじゃないのか。なんかドッキリとかあとで辱めを受けそうな展開じゃないし。やばいよ俺気づいちゃった。だってこういう話の主人公って、なんだかんだ言ってみんな異世界から来た女の子とか自分を殺しに来た暗殺者の女の子とかと仲良くなって、最終的には恋愛関係までいくものな。真実を暴く、それはそれとして、このシチュエーションを楽しんでも誰も文句は言わんだろう。なにせ俺とリコたんは婚約者だしな！
「ありがとう」
「ん？」
「私のこと、考えてくれてるんだね」
　悪い気はしないな！
「そ、そりゃ、俺だって男だからねダハハハ」
　もう少しで大通りだ。駅まではだいたい半分くらいで、西に行けば学校だ。この近辺の生徒たちは、駅に行くときはとりあえずこの大通りに出る。治安があまりよくないから、できるだけ人通りの多いところに行くのだ。
　俺はうっかり失念していたが、それはすなわち、クラスメイトに会いやすいということだ。
「うおおおおおおおっ！」
　悲鳴を聞いた途端、嫌な予感。なぜか昨晩、ひとりで興奮していたのがフラッシュバックする。なにか大事なことをスルーしていたような……
「そそ、そこにおるは奈宮！」
　ああ、そうだ！　そうだよ！　俺だ、奈宮だ！
「奈宮が女の子を連れて歩いとるぞ！」
「にゃにゃにゃにゃんですとう！　あのニョンタンがおなごを？」
「ははは、ジョーダンきついぜ。二次元と右手が恋人のナミヤッチが連れてるのなんてどうせ抱きマクうわあああああああ！」
「やかましい！」
　ぐああ、思わず反応してしまった。他人のフリしとけばからまれずにすんだのに！
「しょ、翔太。お友達……？」
「まあ、その。ええと」
　超言いたくない。リコたんを関わらせたくないが、もう遅い。こいつらは同じ学校のオタク連中である。普段は教室の隅で固まっている仲間だが、今出てこられると非常にめんどい。ちなみに、俺に反応した順にコタロー、サブ、イノスケである。
「ナナナミヤッチ！　きさまいつの間に童貞捨てやがった！　とんでもないことを！」
「ば、バカ野郎！　なにを大声で……」
「紳士同盟はどこにいったんだよぉ～！」
「裏切り者には制裁を！　奈宮ぁ、そこになおれ！」
　ぐぐぐ、この非常識どもめ！　これだからオタクは！　見ろ、リコたんがひいてるじゃねえか！
「え、え、えと……翔太？」
「あいつら危険だから。襲われるから。リコち、ちゃん、後ろに」
　そうだ、今日は同人イベントがあるんだ。それに参加するってちょっと前に話してたな。開始が十一時だから今頃に家出るんだよな、いつもそうだから！　参加してたからな俺も！
　ん？　そういや今回、なんで俺、参加しなかったんだっけ？
「ぎ、ぎぎぎぎっ！　ニョンタンめ、女の子の体に触れやがって！」
「裏切り者め！　どうせ手とか繋いでんだろう！　死だ！」
「手、手だって？　バカ言うなよ、手だけじゃねぇだろ……」
　イノスケの言葉で、三人は示し合わせたようにぴたりと止まった。
「……まさか、手だけじゃなく、う、う、腕も？」
「腕って、まさか肘がおっぱいにあたったり？」
　見るなこっちを！
「翔太、ちょ、ちょっと怖い、かな」
「縁切るから、大丈夫」
「ぼぼぼ僕らの縁切るって！　あのニョンタンが」
「こりゃ相当深い仲だぞ。繋がってるのは腕だけでもねぇ」
「う、腕の次……ゴクリ」
「くち？」
「びる？」
「うわああああああ！」
　ぐ、くそっ！　普段あんなノリで会話してたってのか俺は！
　空気をわきまえないオタクがこんなにウザいだなんて。いやちょっとはわかってたけど、これほどまでにウザいだなんて。黙ってればイケメンのイノスケだが、そりゃモテねぇよ！　イケメンに限らずモテねぇよ！　一番まともなイノスケでもこんなに残念なんだから、残る二人はもうモテのモの字も見えやしねぇ。
「く、くちの次は……」
「次って……おいおい。ひとつしかねえだろ」
「にょ、にょにょにょにょ！」
「リコち、ちゃん、こっち」
　手を引っ張って、三人の横をすり抜けようとする俺。
「手だけじゃなくて体も繋がってるってかぁ！」
「あああああそこが、あそこと？　人間は二人でやっと完成するんだね！」
　最悪だこいつら。公共の場でこんな騒ぎやがって！
「お、おい待て奈宮！　説明を要求する！」
「ざけんな！」
　ちなみにこいつらはここでしか登場させないから、忘れてくれても構わない。
　逃げるように駅に向かう俺。
「翔太……翔太、ちょっと速い……」
「あ、ご、ごめん」
　速すぎたようだ。リコたんはちょっと息があがっていた。そういや、運動あんまり得意じゃなかったな。
　そういやあの三人も、リコたんには気づかなかったな。というか知らないのか、やっぱ。知ってたら誰か名前を呼ぶだろうし、瓜二つの女の子がいれば。どうやら……本当にるはのでというゲームが存在してなさそうだ。まぁ、いまさらか。
「どうする、ちょっと休もうか？　まだ時間、ちょっとあるし」
「うん、少しだけ……」
　肩で息をするリコたんもかわいい。ん？　そういやなんか違和感があるな。なんだっけ、この感触……
　ぷにぷに。
「うおおっ！」
　や、やべぇ、リコたんの手を握ってた！
　神速で手を離し、背中の後ろへ！　いいいくらなんでも慣れなれしくないかこれ！　いやさっきはあのオタクどもの毒牙にかからないようにだね！
「あ……」
　リコたんはちょっと残念そうな顔で……ざ、残念なの？
「な、なんか飲む？」
　首を横に振る。
　こここ、これは……どうすりゃいいんだ？
　というかまずい、このままだと同じく駅を目指しているあの連中が追いついてくる！　と、ポケットのスマートフォンがバイブ。イノスケからＳＭＳが届いていた。
『追いつきそうになったからハウスコーヒーハウスに入った。二人は任せろ。貸しだぞ』
　イノスケぇ！　これがイノスケのまともなところだ！　でもさっきさんざんアレだったからまだ差し引きマイナスで貸しじゃねぇよバカ野郎！
　……さて、だが確かに当面の危機が去ったのは事実である。素直に感謝しとこう。
「そ、そろそろ行こうか」
「え……あ、うん」
　……よ、よし。
「あのさ……手、さ、寒くない？」
　リコたんが俺を見た。
　うぐぐ、直視できん。ハズい！　ハズい！
「……なにそれ」
　ふきだすの、そこって？　え、今のちょっとクールじゃなかった？
「いいいいや、寒かったら、その、あっためたほうがいいかと……」
「ホントに？」
　目がキラキラしているように見える。そんなに……嬉しい？
「うん、うん、ホント」
「じゃあ、あっためてほしいかな」
　ま、マジか。
　差し出された左手。自分から言い出したんだ。握らなきゃ嘘だ。だがこれ、破壊力高いぞ！　るはのでの主人公、途中からあっさりと手を握るようになるが、こんなテキストはなかった！　こんな、く、くそ、リア充かこれが！　手を握れば、俺もリア中の仲間入りってわけか！　爆発しちまうぜ！
　て、手が動かん。顔が熱い。こここれは恥ずかしがってなんかじゃないんだからね！　そう、その、ははは、今日は暑いなぁ。あつがなつい、なんつって古いなおい。
「どうしたの？」
　ぎく。現実逃避してる場合じゃねぇなこれ。
　これ以上遅れるとじいちゃんたちがついてしまう。
　意を決すべきだ！
「……意を、決して」
　きゅっ。
　ぐ。
　柔らかい。
　なんだこれ、さっきは気づかなかったけど、柔らかいぞ。
　それだけじゃなくてスベスベしている。俺の手とは大違いだ。
　……ちょっと揉んでみたり。
「ひゃっ、くすぐったいよ」
「うあ、ご、ごめん」
　だが、リコたんは笑顔である。ホントに、笑顔だ。
「でも、翔太」
　……真実がどんなでも、俺を騙そうとしてるようには……
「お互い左手だと、握手だよ」
　うぐ。
　
　じいちゃんたちはリコたんを見て非常に喜んだ。
「おおお、リコちゃん、大きくなったな」
「本当に、美しゅうなって」
「やだ、そんな……」
　皺だらけの顔をくしゃくしゃにして、嬉しそうな二人。リコたんもまんざらではなさそうだ。つまり、二人もやっぱリコたんを知っている。
「どうだ、ちょっと早いが、お昼でも食べて行かんかね」
「いいですね、おじいさん」
「ちょちょちょ、夏江さんが家で待ってるから」
「電話すればよかろう」
　なんという奔放な老人だ。いや昔からだけど。
　結局、リコたんが夏江さんに電話し、俺たちは駅ビルのレストラン街でメシを食うことになった。まぁ、普段食えないようなの食えるし、いいか。
「なにがいいかね。好きなところに入りなさい」
「じゃ、じゃあ俺、うなぎ食べたい、うなぎ」
「なんとジジ臭い……」
　老人に言われてはおしまいだ。好きなもの食えって言ったのはじいちゃんだろ。
「リコちゃんはうなぎでいいかい」
「はい、ありがとうございます」
「なになに、これからはリコちゃんもワシの孫じゃ。気にせんでもええよ」
「そうですとも。これで高梨家も安泰ですね、おじいさん」
　ううむ、ナチュラル。
　出てきたうな丼を突っつきながら、じいちゃんは俺の身辺について訊いてきた。これの受け答えがまた難しくて、なにしろリコたんがいない過去しか俺は知らんから、どうにかうやむやにするしかない。不覚というか、リコたん気づいてなけりゃいいけど。
「で、進学はどうするんだ」
　ぐ。
　やばい。昨日の朝まで、俺は国公立大学に進学予定だった。だがそれはリコたんがいない場合である。所帯を持つとなると、親の意見が変わって……いやいや、父ちゃんが朝漏らしたじゃないか。結婚式を挙げるのは、大学出てからでも遅くないって。大学には行かせてくれるんだ！
「とりあえず大学出て損はないだろうし……行ったほうが就職もよくなるって、父ちゃんが」
　捏造だがそれなりだ。最近の就職事情を見ると必ずしも大卒がいい会社に入れるとは限らないが、それはそれ、これはこれだ。
「ふむ……まあ金に困ったら言え。いずれ二人で住むところも必要だろう」
「うん。まあ、大丈夫だよ」
「リコちゃんはどうするさね」
　ぎゃあ！
　しまった、禁句だ！
　父親という稼ぎ頭がいない今の高梨家に、リコたんを大学にやる余裕はないのである。だからゲーム中でも、進学を諦めるシーンが出てくる。プレイしてても気の重くなるシーンなのに、こんなところで！
「……うちには余裕がないので」
　案の定、リコたんはちょっと寂しそうに言った。じいちゃん、もっと空気を！　父親の浩太さんがどんな状態か知らないわけじゃないだろ？
「ワシが出す。行きなさい」
「……は？」
　声を出したのは俺だ。
「翔太の言うとおりだ。大学を出て損はない。なにかと役に立つだろう。ワシも戦後復興後は学歴のおかげで出世できた。翔太の父親もな」
「そ、そんな！　そんなご迷惑……」
「リコちゃん。忘れとるぞ。リコちゃんはもう高梨家だ。孫の学費を出すのになにか問題があるかね」
　うおお、な、なんかじいちゃんかっこいいぞ！
「それに、翔太だけだと心配だからな」
　オチはつけなくていいから！
「でも、でも……」
「まあ、まだ半年以上ある。一応夏江さんにも伝えておくから、考えてみなさい」
「そ、そうだよリコち、ちゃん！　どうせじいちゃんたち貯金いっぱいあるんだし、使わないと損だって！」
「お前はもっと言い回しをどうにかせんか」
　リコたんは困惑したように視線を落としている。た、確かに今はまだ他人だ。これから肉親になったとしても、金に関して甘えるのは気が引けるに決まっている。だが、さっきも言ったとおりリコたんはるはのでの中で進学を諦めている。金銭的な問題は最後まで解消しないから、結局進学しないままだ。実力以外の要因で諦めざるを得ないのがシナリオだが、今はゲームじゃない！
「とにかく。苗字は違ったが、ワシらは昔からリコたんを孫のように思っていた」
「そうですよ。本当に孫になるんですから、なにかしてあげたいんです」
　じいちゃんとばあちゃんの優しさが心に染み込む。
　……
　染み込むがしかし、俺は同時に、複雑な気分だ。
　昔からリコたんを孫のように。
　昔から。
　確かにじいちゃんはそう言った。
　ここに来て、夏江さんと同じ状況だ。中心人物の癖に、重くのしかかる疎外感。
　やっぱりいくら頑張っても思い出せない。
　昨日より前の、俺とリコたんの記憶。ゲームをプレイしているから、知識としては持っている記憶。
　やっぱり昨日が初対面なのである。
　これを……これを解決しないと、俺はどこにも進めない。
　
　部屋でルーズリーフと格闘する俺。
　問題はただひとつだ！　いいから焦点を絞れ！　今は午後二時！　タイムリミットまで十時間しかない！　いや、実際には明日書類を作って、届出を出すのが月曜だから余裕はある。だが、ぎりぎりになっては流されているのとあんまり変わらない。書類を作る前、なにが起こっても対処できるデッドラインが今夜の十二時だ！
　その問題とは……なにが起きているのか。
　いや、漠然としすぎた。もっと絞らなければ。
　ここに来ていまさらリコたんが何者なのか、という疑問は無意味である。アレは高梨リコ以外の何者でもないことがはっきりわかった。
　るはのでが存在しない理由を探しても無駄だ。これこそ人の力でどうにかなるもんじゃない。
　となると、やはり最大の疑問。
　俺たちはなんで結婚しなければならないんだ？
　それだ。他のものは全部妥協するが、こればっかりは無理だ。だって俺の将来に関わる、ここが肝要。じいちゃんたちを迎えに行った午前中は、特にそれらしい情報は出てこなかった。
　かといってカマをかけると気づかれるというディレンマ！　ああ、これじゃ流されてるのと一緒だ！　どんなに目を凝らしても、昨日リコたんがちょろっと尻尾を出したとしても、やっぱり今日もそれを待つだけってのはなにもしないのと一緒だった！
「……ぐぐぐ」
　これはもはや最後の手段を使わねばならんかも知れん。
「翔太ー！　スイカ食べるかいー」
　ばあちゃん擦れ声。
「あとでー！」
　大声で返事しながら、俺はやっぱりルーズリーフと格闘する。すでに十枚分にはなっているか。ここまで増えると、もはや整理できていないと同義である。それだけ混乱している。だってその結婚を急ぐ理由がさっぱり思い当たらんし、説明もつかんのだ。結婚詐欺？　バカな。じゃあなんでリコたんのことを家族は昔から知ってるんだ。いいよ、俺が平行世界にでもゲームの中にでも移動したってことにしてもいい。だがそれでも、結婚を急ぐ理由にはならない。ここがゲームですでにエンディングを迎えている状況なら、逆に焦る理由はない。これから恋人として、主人公とリコたんは愛をゆっくりはぐくんでいくのだから！
　なにか、なにか手がかりはないのか！　リコたんも「今しかない」とは言ったが、その理由を言っていない。リコたん以外はそれにすら触れていない。全くのアンタッチャブルな話題なのだ！　その時点で異様なのは明白だろ？
　……ぐぐ、いつの間にか三十分も過ぎている。
　この調子じゃ十時間なんてあっという間だぞ。
「翔太？」
　どきり。
　扉がノックされている。
「翔太、寝てるの？」
　やばいやばい。見つからないようにルーズリーフを……
「ちょちょちょっと待って！　そ、そうそう、筋トレ！　筋トレ！」
「……本当？」
　ぐう、さすがに二度目は猜疑心を呼び起こすか？
「すぐ服着るから、待ってて！」
　がたがた、よし！　全部しまっているな！
　念のため机の下や壁との隙間もチェキ。ないぞ、ない。完璧だ。
　俺は今まさに服を着て、でも焦ってちょっと完全には無理でした的な感じでドアを開けた。鍵かけといてよかったぜ。俺も成長するんだな。
「あー、やはは、ごめんね。ちょっと手間取って」
　リコたんの手に、切ったスイカが二つ。あと麦茶。
「おばあさま、部屋で食べていいって」
「ほう？　塩がないね」
「これ」
　うむ、死角にあっただけか。
　とにかく、リコたんを招き入れて、二人でちゃぶ台についた。座布団を隣から持ってくる。
　いただきます。しゃりしゃり。
「うまい」
「うん」
　夏に食うスイカは最高ですな。冬に食ったことないけど。
　無言。
　しゃりしゃり。
　ぬう、スイカはうまいが会話がない。だいたい二次元の三択、場合によっては二択で生きている俺だ。事前にシミュレートしてもあの様なのに、アドリブで気の利いた話をしろと言われても困る。
　いや待てよ。シミュレートした財産を使わんわけにはいくまい。せっかく用意したんだ。ええと、五時間前のことだからすでに記憶の底の底だ。なんだっけ。
「そうそう、お菓子」
「なに？」
「リコちゃ、ちゃん、お菓子、作るの好きだよな」
「それがどうかしたの？」
　クッキーが上手だったはずだ。主人公によくプレゼントしてた。
「今度食べさせてよ。クッキー」
「いつも食べてるじゃない」
　それがそうじゃないんだよなぁ。しかし口には出さない。
　もちろん、こんな会話でなにを引き出すまでもない。スキンシップというヤツだな、うん。とりあえずリコちゃんとは普通に仲良くなっておこう。変に意地を張ってるのも体によくない。
「いや次に食べるクッキーはね、大事なんだよ」
「どうして？」
「どうしてってそりゃ、その……おお奥さんのて、手料理っていうか」
　ボッと音がしたような。
　そんな見事な燃えようだった。
　リコたんの顔が見る見る赤くなって、湯気でも立て始めたかのようだ。
「……お、奥さんって」
　もじもじしだした。
「その……うん、頑張る」
　ぬおお！　ハズい！　リコたんのこの反応は予想外だった！　昨日いきなりキスをかまされてたから、もっと積極的なのかと思ってたらこれだよ！
　ん、キス？
　そうだ。あのときはヤラセだと思ってたけど、そうじゃないことがわかった今、アレをよく思い返してみる必要があるかもしれない。
　しゃりしゃり。
「……そ、そういや、昨日」
「……ん？」
「昨日はいきなりで、びっくりしたよハハハ」
　しばらく思い返したあと……
　思い出したのか、きゅうと音を立ててリコたんは臥せった。
　この反応を見ろ！　まごうことなき恋する乙女ではないか！　俺はもう疑わんぞ！　いやさ、結果がどうなったっていい！　高梨リコは本当に俺のことが好きなんだ！
　ハズバンドとしてだ！
「リコ……ちゃん」
　しゃり、ごちそうさま。
「俺たち、明日夫婦になる」
　だから……フヒ。
　だから、つまみ食いくらいしてもいいんじゃないか？
「も、もも、もう一度」
　いいよね！
　リコたんはゆっくりと起き上がって、俺を見た。
「……ひとつだけ、訊いていい？」
「ん？　なんでも訊きたまえ」
「……」
　そして、リコたんは、真っ赤な顔に決意を秘めたように、
「私のこと、好き？」
　
　

５：俺の嫁
　
　それは……予想以上に、俺の心をえぐった。
　目の前のリコたんは明日、俺のお嫁さんになる。
　俺はそれを知っている。正確に言えば、聞き知っている。
　もっと言うならば、聞き知っているだけだ。
「……」
　実感できないのだ。
　目の前の少女と、結婚する。
　それは昨日知ったことだ。二十四時間前くらいに初めて知った。それまでの俺は普通の、ごく普通のオタク高校生で、学校の隅で萌え萌えし、辛口批評家ニョンタンとしてラノベレビューをおこない、るはのでで高梨リコとキャッキャウフフしていただけの、どこにでもいる高校生だった。
　だが、俺はどうやら、俺の知らないところでいろんなことをしているらしかった。
　少女の幼馴染として、小さいころから家族ぐるみの付き合いをし、彼女の父親が殺人で捕まったときもそばにいてやり、次第に愛しあい、結婚の約束をした、そうだ。現在はその延長線上にある。そして俺は、少女に関する記憶が全くない。昨日が初対面の、見知らぬ、エロゲーキャラ瓜二つの、そのものの少女と全く接点がない。
　こうとも言える。
　昨日まで、リコたんと愛をはぐくんでいた俺は、今の俺とは別人なんだと。
　そして俺は……それを何度も痛感したはずなのに……夏江さんや、じいちゃんとの会話で、それを思い知ったはずなのに……
　目の前の少女に愛される資格を持った人間が、ほかにいることを知っているのに。
「……リコちゃ、ん」
「……」
「お、俺は」
　俺は、リコたんを好きなのか？
　昨日会ったばっかりの女の子に、結婚したいと思うほどに惚れているのか？
　問いかけるまでもない。
　好きなはずがない！
　俺は、なんかしらんが勝手に決まっている婚約者に対して、自分の置かれた立ち居地を利用して、スケベ心を発揮させてるだけのオタクじゃねぇか！
　なにがもう一度だ！
　心の底から婚約者を愛しているリコたんに、俺はなにを言ってるんだ！
　これじゃただの……ただの……
「……しょ、翔太……」
　……リコたん。
「……ごめん。ちょっと頭、冷やしてくる」
　スイカの皮を置いて、俺は逃げるように部屋を出た。というより逃げ出した。
　行くあてもなかったので、トイレに入った。なんも出ないけど、とりあえず便器に座って鍵をかけた。すげぇ蒸し暑い。小さいもんなトイレ。俺の器と同じくらいだ。
　……俺は、やっぱりリコたんに訊くべきなのかもしれない。
　最終手段っていうか、これは、ドッキリ疑惑が晴れたときに、まず最初にするべきだったのかもしれない。だって、つまり、それって。
　俺は、リコたんに知られずに真実を暴いて、どうしようってんだ？　その後のことはそのとき考えるとか言ってた気がするが、ずるずるここまで来てどうするつもりだったんだ？　なんにでも対処できるリミットが今日の終わりまでって、なにを根拠に言ってたんだ？
　相手は恋する女の子だぞ？
　なにを隠してるのかは知らんが……そう、隠している、明らかに……彼女は、真剣に俺と結婚しようとしている、それだけは確かだ。
　それならば、こそこそと動いてなんか意味があるとは思えなかった。だって、結婚しようとする理由を知って、俺はどうするんだ？　理由によっては婚約解消か？　理由によっては結婚してもいいってことか？
　そんなの俺が許さない。彼女の意図をこそこそ暴いて、突きつけて、それで彼女を打ち負かして、なんになるってんだ！　気持ちいいのか？　もし俺を笑いものにしようとしてるならそれでもよかろう。だがそうじゃない！
　彼女は本気だ。
　本気で俺を、いや、奈宮翔太と結婚しようとしている！
　それがわかっているんだから、俺がその奈宮翔太、彼女の知っている奈宮翔太ではないと、伝えるべきだったんじゃないか！
　ほら、だって、気づいてないかもしれないじゃないか、彼女。リコたんは俺に思い出話をした。俺が他人だと知っているなら、そんな話するわけないじゃないか！　俺がるはのでを知っていたのは単なる偶然だ！　俺がるはのでを知らなかったら、もっと事態はストレートに進んだはずだったんだ！　彼女に会ったとき、その瞬間に、彼女の意図を尋ねたはずだ！
　そして今頃、全ては終わっていたはずだ。結果がどうであれ。
　ちょっと待て、俺、混乱してないか？
　そうだ、るはのでだ。
　夢見る小鳥は桜の園で。このストーリーを思い出せ。るはのでは現代を基にしたライトファンタジーである。セカイには秘密があり、リコたんルートでは超地味だが、不思議な力がシナリオに関与してくることがある。目に見えないが、想いを奇跡に変え、人の願いを叶えるる不思議な力が存在するんだ。心の奥底から起きると信じることで、奇跡は起きる。
　バカ言うな！　これはフィクションだ！　そんなことあるわけないだろ！
　しかしよう、リコたんたちもフィクションだったんだぜ、昨日までは。
　ぐああ、ルーズリーフがないとわけがわからなくなってくる！　考えがまとまらん！　問題はなんだ！　原点に戻れ！　問題は……
　やっぱりだ、ちくしょう。
　どうして俺たちは結婚するのか。
　いや、もっと限定しよう。
　どうしてリコたんは、俺と結婚したいのか。
　
　部屋にリコたんはいなかった。
　スイカもない。どうやら下に持っていったらしい。
　俺はリコたんを追ってリビングに向かった。老人と夏江さん、姉ちゃんがワイドショーを見ている。台所からかちゃかちゃと音がする。
「翔太」
　ぎくり。
　姉ちゃんだ。おう、目が引きつってますよ！
「あんた、なにしたの」
　なにもしてねぇ。今回に限ってはそれが原因だ。
　俺がリコたんを愛していない。
　それが原因だ。
「ちょいまち。行ってなにするの」
「……話をする」
「どんな」
「言えない」
　姉ちゃんがなんか行ったが、俺は無視して台所に行った。
　リコたんが皿を洗っていた。
　目が腫れている。
　鼻をすすっている。
「リコちゃん」
「しょ……しょうた……うっ」
　顔を隠すリコたん。彼女の手をとって、俺は階段をあがった。
　もう逃げも隠れもしない。
　俺の部屋に連れ込む。
　座布団に座らせて、俺は隣に座った。こっからが正念場だ。もう、あとには引けない。
　ずっと抱えてた問題だ。なんだかんだ理屈をつけて引き延ばそうとした俺がバカだったのだ。結局俺は、なにもしていなかった。
「リコちゃん、話がある。大事な話だ」
「……いや」
「駄目だ」
「翔太、やめて。聞きたくない」
　リコたん、いや、リコちゃん。
「君に訊かないといけない。根本に関わることだ。全部話してくれ」
「いや！」
　拒むのは当たり前だ。彼女の嘘は、だが真剣だ。奈宮翔太と結婚する、その目的があってこそだ。だから俺は応えねばならないのだ。
「リコちゃん、俺は」
「やめて！　それ以上は駄目！」
　でも、どうしてそんなにうろたえるんだ？
　俺は取り返しのつかないことをしようとしているのか？　そうだ、そりゃそうだ。彼女にしてみれば、目的がぶち壊される瀬戸際である。口に出せばもとには戻らない。
　でも、俺はすでに戻れない。
　彼女と会ったときから、戻れないように決まっていたのだ。
「信じて！　お願い！　全部話す！　明日になったら全部話すから！」
　彼女は白状した。
　ついに、言質を得た。
　でもぜんぜん嬉しくない。明日、つまり、入籍のための書類を全部書いてから、ということだ。それじゃ駄目なんだ！
「明日じゃ遅いんだよ！」
「わかってる！　わかってる、でも信じて。私は翔太が好きなの！　だから……」
　俺のことが好き。
「それは知ってる」
　彼女が好きなのは奈宮翔太だ。俺じゃなくて、違う奈宮翔太だ。もう物理学も理論も関係ない。辻褄なんぞどうでもいい。
「私のことを好きって言って！　それで全部、全部！」
「好きじゃない」
　ぴしり、とどこかに亀裂が入ったような気がした。
「好きになるかもしれない。好きになるのに時間は関係ないから、一時間後にはリコちゃんにベタ惚れしてるかもしれない。でも今は違う」
「……やめて」
「リコちゃんが隠している、それを話してくれないと、前に進まないんだ」
「明日まで、待って」
「嫌だ。リコちゃん。全部なんて言わない。俺が知りたいことはいっぱいあるけど、二つでいい」
　また、ぴしりと音がした。
　なんか嫌な予感がする。
「俺が、リコちゃんが知ってる奈宮翔太とは違う人間だってわかってるよね？」
　その途端……
「翔太！」
　リコちゃんが大声をあげた！
「それ以上は、やめて！」
　その反応で俺は悟った。リコちゃんは知っている！　俺が、彼女とは昨日が初対面の奈宮翔太だって気づいている！
　ぐるぐると頭が思考しだした。今の答えを前提とした、ある質問。最大で大元、根本的な質問だ。
「どうして、俺と結婚しようとしてるの？」
　その瞬間――
「やめてぇっ！」
　リコちゃんの体が、
　あっという間に、
　消えて、
　
「翔太！　翔太！」
　ドアを叩く音がする。
　俺はまどろみから目覚める。頭がやけに重い。体が痛い。当たり前だ、こんな体勢で床に這いつくばってたら痛くないほうがどうかしている。
　ぬ、寝ちまってたみたいだな。
「翔太！」
　姉ちゃんだ。うるさい。
「開ける、開けるから！」
　バタバタと鍵を開けて……おかしいな、鍵閉めるのはエロゲーしてるときだけなんだけど……ノブに手をかけようとするより早くドアが俺の顔面に直撃した。
「あんた、また泣かせたわね！」
「俺が泣きそうです」
　ぶえ、鼻血出るぞこれ。
　姉ちゃんは怒り心頭のようで、ずかずかと部屋に踏み込んできた。
「う、うわ、なんだよ」
「今度という今度こそは」
「ちょ、おま！　タンマタンマ！　なんだよ急に！　泣かせたって誰を！」
「しらばっくれんな！　あんた……あの……」
　怒髪天を突く姉ちゃんが、次第におさまってくる。同時に混乱し始めているようだ。
「ええと、誰だっけ」
「はあ？」
「いや、なんかあんたの部屋から悲鳴が聞こえたんだけど」
　げ。
　いや、まさかエロゲーの音が？　ヘッドホンのジャックが抜けてた？　いやいや、今はＰＣの電源は落ちている。それに抜けてたら気づくに決まってるし。ないない。
「悲鳴って……俺、寝てたんだけど」
　ほれ、と部屋の中に誰もいないことを示す。ベッドと、カラーボックスと、そのほか、机とかＰＣとか地球儀とかそのほか。ちゃぶ台に二枚の座布団。
「な、誰もいないだろ」
「おっかしーわねぇ」
　引っ込む姉ちゃん。いや、しかし怒る気にはなれない。なんか姉ちゃんの怒りももっともな気がしてしまう。なんでか知らんが。もしかして俺、姉ちゃんに怒鳴られるのが快感に……
　まさかな。
　そうそう、今日は昨日買ってきたラノベを読まなきゃいかんのだ。昨日はいろいろあって読めなかったし、レビューは今日アップしなきゃいけない。今は四時前。ちゃちゃっと読んで十二時ごろには書き終わるかな。
　……
　あれ？
　昨日、なにがあったんだっけ？
　ううむ、思い出せん。若年性アルツハイマー？　いやいや、そんな急に。
　ええと。
　まいいか。大事なことならそのうち思い出すだろ。思い出さないようなら、特に大事じゃなかったってことだ。俺って合理的！
　というわけでアタキミを手にとる。棒つきキャンディで糖分を補給しながら隅々まで読むのが俺のスタイルである。急ぐときはさらっと下読みするけど、レビュアーとしては読み込まねばならんという自負があるのだ。
　さて。
　……
　なんか集中できんな。
　やっぱなんか忘れてるな。しかも結構大事なことを忘れてるな。なんだっけ。
　頭をひねっていると、スマートフォンが振動した。ＳＭＳが届いたみたいだ。
　おっとイノスケだ。そういや今日、イベントあったな。俺はもともと行くく気なかったから三人で行ってるはずだ。
『リコたん本、いくつかゲット』
　いてっ。
　なんだっけこれ？
　なんだ？
　痛い。
　リコちゃんの名前で、胸が痛む。
　意味がわからん。リコちゃんは確かに俺の嫁だが、こんなになるまで愛しているとは思わなかった。罪作りなリコちゃんだな。君に心奪われた俺は、もうプレイしないと気がすまない！
　押入れから青と桃色のパッケージを取り出す。
　ＣＤをＰＣにセット。同時に起動するので、無事に立ち上がるのを待つ。
　タイトルロゴがでた。おう、タイトルコールがリコちゃんである。今日は運がいい。
　……ええと、なんかおかしいな。
　この声、もっと身近で聞いたことあるような。
　でも俺、声優のライブとか行かないし、生でこんな声聞く機会ないし。
　ていうか、いつも俺ヘッドホンつけてるし、それかな、きっと。
　うん、多分そうだ。
　……うーん。
　まあいいや。ロードロード。
　どれだけ俺がリコちゃんを愛しているかを教えてやろう。誰にかは知らんけど。このリコルートで埋め尽くされたロード画面を見るがいい！　選択肢なんぞという生ぬるいポイントじゃない。どこから始めてもリコちゃんがらみのイベントが表示されるようにセーブしているのだヌハハハハ！　一番最初はもちろん、主人公が自分の家の前に立っているところ。そこからどんどん進んで、リコちゃんルートのラスト、町が見下ろせる丘でこれからを誓いあう二人のシーンまで網羅している。まさに死角なしのコンプリートっぷりである。ここまでリコちゃんを愛している男は俺のほかにいるまい。断言する！　ロード画面をアップしてさすがのリコちゃんスレでもちょっと引かれるくらいだからな。他のヒロインは眼中にない。平行世界で勝手にしてくれ。一応前ルート回ったけど。
　さて、今日はどこにしよう。ええと、最初のほうのほのぼのしてるあたりもいいけど、最近はずっとそこばっかりだったし、ここは……
　そうだ、ラストにしよう。
　クリックと同時に流れ出すＢＧＭ。クライマックスで流れるるはのでのメインテーマは、唯一ファンタジー描写のないリコちゃんルートでもやっぱり健在だ。いや実はあるんだが、それがあまりに地味すぎて逆ベクトルの評価をされているのが悲しい。
　抱き合った後のリコちゃんと主人公のシーン。
『……ありがとう、翔太』
　自分の名前を入れるのはもはや常識である。
『あなたのおかげで、頑張れた』
　何度も何度も、繰り返し聞いたセリフである。何度でも聞ける。
『ねえ、覚えてる？　人の想いが世界を変えるって昔誰かが言ってたよね』
『そりゃ……商店街のおっさんだ』
『ふふ、ショッピングセンター、追い返しちゃったんだよね』
『俺はショッピングセンターのほうがよかったな』
『もう、翔太ったら……人の想いが、世界を……』
　ずき。
『どうしたんだ？』
『ねえ、私の想いも、世界を変えられると思う？』
　いてぇ。
『……さあな。それが本気なら、変えられるかもしれないな』
　なんという感動的なシーンだろう。
　リコちゃんが父親のことを信じぬくことができ、これからの人生に本当に前向きになれる瞬間なのだ。ここでリコちゃんは、ひとつの願い事をする。
　……あれ、うえっ。
　ちょ、ちょ、ちょっと待て。いや確かに感動するシーンだよ。
　だけど、俺、もう何回もここ見てるのに。
　何回も何回も見てるのに。
　この夕焼けを、眼下に広がる町を、笑顔のリコちゃんを。何回も……
『じゃあ、お願いしてみようかな』
『なんだ？』
　目の前が滲んで……
『翔太も手伝って？　一緒にお願いして？』
『ああ、いいよ』
　涙が、
『翔太と、ずっとずっと幸せに暮らせますように』
　……なんで、泣いてんの、俺。
　だって、なんか気づいたんだよ。
　なんかわからないけど、もやっとしたものが、やっと晴れた気がするんだよ。
　なんだっけ。
　リコちゃんが、願ったものが。
　心から願ったものが。
　やっと叶って……叶って、ない。
　叶ってない。
　え？　あれ？　いや、叶ってないなんて、なんで？
　だってここでるはのでは終わりだ。これがエンディングで、この続きは描かれていない。
　後日談のファンディスクもまだ出ていないのに、なんで俺、そんなこと思うんだ？
　リコちゃんの願いが、叶って、ない？
　どうして？
　ていうか、あれ、俺、リコちゃんのこと。
　いつからちゃん付けで呼んでたっけ？
『どうしたの？』
　え？
『願ってくれないの？』
『ば、ばか。よくそんなこと大真面目に……』
『真面目だよ』
『……ぐ』
『早く言ってほしいな。じゃないと、消えちゃうかもよ』
　消える？
　あれ、あれ、なんだなんだ。
　なにか、すっごい遠くに、なにかがある。
　記憶の果ての彼方に、誰かがいる。
　消えちゃった、誰かが。
『……いや？』
「いやなもんか！」
　どきっ。
　あ、あわわ。つい叫んじゃった。
　やべえ、これはいわゆる危ない人だ。現実と虚構の区別が云々。
　でででも、なんでか知んないけど、応えなきゃいけないって、思って。
『願うよ』
　主人公が言った。
『本当に？』
　本当だ。なんだか知らんが、本当だ。願う、願うよ。
　だって、だって……ええと、だって！
　なんだよ、この変な感じ！　なんで俺、こんなにざわざわしてるんだ？
　これは、アレか？　もももしかして、俺、もしかして……
　今なら二次元に行ける？
『願う』
『じゃあ、こっちに来て、抱きしめて』
　リコちゃんの声に導かれるままに、俺はディスプレイに手を伸ばした。
　リコちゃんの一枚絵。
　主人公に向かって手を伸ばす、エンディング画像。
　その手に、俺の右手が重なる。
　……
　こつん。
　爪があたった。
　……いや、そりゃ、そうだけど。
　入れるわけねぇけど！
　ていうかなんなんだ俺！　おかしいぞ俺！　いくらなんでもここまで感情移入したりはしたことなかっただろ？　アレか！　試験がやっと終わって高校最後の夏休みでちょっとハメはずしたがりのシャイな少年ですか！
　ないから！　いいね！　ないよ！
　俺を構成する大原則その一！　エロゲーはフィクションである！　以上！
　ほら見ろ、ここをクリックすれば、一枚絵は消えて、このゲームを作ったおっさんたちの名前がずらずら流れてくる。俺を余韻に浸らせ、現実へといざなう三分間が始まる。
　ひとときの現実逃避が終わり、また明日から頑張ろうって気になるもんだ。
　ほーれ、ぽちぽち……ん？　手が動かないぞ。いやないってホラーかよ。指が動かなくなるってなんの会談だよ。こんな真昼間に。
　こらっ。動けって。なんで動かないんだよ！　クリック一回だろ？
　なんでできないんだよ！
　……なんで。
　いや。
　わかってる。
　これを押すと、今度こそ終わりってことが、なんかわかる。
　なにが終わるのかわからんけど、本能とも言うべき俺のコスモが叫んでいるのだ。
　押してはならんと。
　……なんでだよ！
　まさかアレってか？　本当に今このときだけは、俺が信じたら二次元の世界に行けるとか？
　そんなことですか？　るはのでの奇跡の力で？　なんでフィクションの奇跡が現実に干渉するんだよ！　ね？　考えたらわかるだろ？　この奇跡だってライターが考えたもんだよ？　どういう理屈で起こるんだよ！
　どういう理屈で……理屈、じゃない。
　奇跡っていうのは……
　俺は涙を拭いた。
　まさか。
　もしかして、心から願えば……
　指をディスプレイにあてる。
　俺のほうを見て、笑顔で腕を差し出すリコちゃんに向かって、手のひらを押し当てる。
　……疑っては駄目だ。
　少しでも疑ったら、もう駄目だ。
　信じるんだ。
　なにを？
　二次元のせか……じゃなくて、もっと別のなにかを。
　俺が願うべきなにかを。
　なんだっけ。相変わらずうっすらと遠くにいる誰かを。
　誰かと。
　もう一度……
　もう一度、なんだ？
　会いたい？
　ふと、ディスプレイのセリフが目に入った。
『じゃあ、こっちに来て、抱きしめて』
「わかった、行く」
　
　そよ風が頬をなでた。
　夕焼けが眩しく、俺は目を細める。
　知らない場所だ。なんでこんなところにいるんだ？　だって俺は今まで、自分の部屋でるはのでを……
　る、るはので、を。
「じゃあ、こっち来て、抱きしめて」
　声が聞こえた。
　夕日を背景に、シルエットが立っていた。
　ざわり、と強く風が吹いて、彼女の髪がなびいた。
「リ……リコ、ちゃん？」
　お、思い出し……思い出した！
　なんで忘れてたんだ？　なんで、俺は、俺は、こんなこと忘れてたんだ？
　目の前の女の子と、俺は丸一日一緒にいたのに！
「……え？」
　リコちゃんの笑顔が消えた。
　俺の頭で怒涛のごとく知識と経験が渦巻く。
　このときのリコちゃんの願い。
　一緒に『翔太』とずっといたい。
　それが、
「翔太……？」
「リコちゃん……リコちゃん！」
「うそ、どうして……どうして？」
　理屈なんかじゃなかった。
　俺が主人公に『翔太』と名づけて、このエンディングを迎えて、リコちゃんが願い事をして……それが、それが。
「リコちゃん、全部わかった」
　俺は、やっとわかった。肝心なところは何一つだが、少なくとも理解した。
　現実的かなんて、入り込む余地のない、奇跡が。
　奇跡が起きたのだ。
　
　日が沈んでゆく。
　世界が一気に光をなくし……新たに灯った光で、町は輝きだす。
　俺とリコちゃんは、二人で丘に座っている。
　ここはるはのでの舞台、雛坂だ。確認したわけじゃないが、わかる。
「……話してほしい。全部」
　リコちゃんの顔は明るくない。そりゃ、俺は一度彼女を裏切ったのだから、当然だ。
　でも、それでも。
　知りたいんだ。
　全部知りたい。
　リコちゃんが望んだこと。急いだこと。ここまでずっと、考えてたこと。秘密にしてたこと。秘密にしなければならなかったわけを。
「……もう、いいよね」
　でもそれは、諦めの言葉のような気がした。
「奇跡は起きたよ。私は、翔太とずっといられるチャンスをもらった。この物語の主人公じゃなくて、その向こうで、ずっと私と、何度も何度も、一緒にこの一ヶ月を過ごしてくれた翔太と、ずっと一緒に暮らせるチャンスを」
　でも、と彼女は続ける。
「でも、翔太の世界に私はいないから」
　俺はまだわからない。一番大事な理由を、まだ彼女は話していない。でも、問い詰めなくてもよかった。もう、彼女は全部話してくれる。
「だから、ただ私が行っただけじゃ、世界に亀裂が入ってしまう」
　彼女が消える直前に、なにかの音を聞いた。
「この世界は、少しだけ力を貸してくれた。私が向こうに行ったとき、私が世界に残れる可能性を高めるために、翔太の家族や周りの人たちに、少しだけ影響を与えてくれたの。ほんの少しの間だけ」
　母ちゃんたちがリコちゃんに疑問を抱かなかったのは、それが原因か。
「でも、それ以上は無理だって。翔太は、私の手で私を受け入れてもらう必要があったの。自然に私を受け入れるように」
「自然に……」
　だからリコちゃんは、あくまでずっと俺のお嫁さんだってことを曲げなかったのか。
　あのまま流されていれば、全てこともなしに進んだということか？
　いや、でもそれはちょっと、楽観過ぎないだろうか。でも確かに俺、ちょっと流され気味だった気がするし、ううん。
「私が向こうにいられるのは、明日の昼まで。二日間ね。それまでに翔太が私を受け入れてくれれば、奇跡は完成。私はずっと向こうで暮らせるはずだった。翔太と」
　これだ。
　リコちゃんの口から、真実が出た。
　ずっと知りたかったこと。そう、根本の疑問。
　結婚を急いだわけだ。
「……私の口から事情を説明するのは、駄目だったわ。説得して受け入れてもらうのは駄目だって」
「どうして？　だって、話してくれたほうが、理解が速い気もするけど」
「……だってそれは、愛情じゃないからって」
　その、誰かが言ったかのような言い回しはなんだろう。奇跡を起こすときの注意事項か？　じゃあ、神様か？
「事情を話して理解してもらうのは、同情。だから、私が翔太のことを好きだって、翔太に理解してもらわなきゃいけなかった。その上で、翔太も私のことを好きになるって。ちょっとね、簡単かもって考えてたの。翔太、ずっと私のところに来てくれてたし、すごく私のこと好きだってわかってたし。すぐに受け入れてくれると思ってた……んだけどなぁ」
「ぐ……で、でも、仕方なかったよ。いきなり過ぎたし」
「でも、まさかあんなに嫌がるなんて思わなかったよ」
「い、いい嫌がってなんか！　嫌がってなんかいないよ！　でもアレは、うん、素直に受け入れようとしなかったのは、事実だけど」
「甘かったのよね。いきなり存在しないはずの人が現れて、お嫁さんですだなんて、ちょっと私でも信じられないもんね」
　笑うリコちゃん。でもその笑いは、少し悲しい。
「だから……翔太を騙した私が悪いの」
「ち、ちが」
「ごめんね、迷惑かけて。ずっと困らせちゃったね」
　ああ、待って。
　違う、違うんだ。
「こ、困ってはいたよ。でもそれは……リコちゃんが嫌いだったからじゃない」
「……」
「いきなりゲームの中のリコちゃんが現れて、俺のお嫁さんになるって、信じられないことだ。だから最初はドッキリかと思った」
「うん、すごくこだわってたもんね……あのとき、私がゲームのキャラに似てるって言ったときは、もう駄目だって思った」
「だ、だよね。そのあと、ＰＣつけてるか確認しにきたのも、それが理由か」
「そう」
「でもリコちゃんはかわいかったし、俺のお嫁さんって、冗談にしても嬉しかったし。俺、ほら、オタクだから、なんか女の子と話す機会もあんまないし。笑ってもらっただけでちょっと舞い上がったり、その、キスされて、あんなに慌てたり」
　早口になってしまう。なにをのたまってるんだ俺は。恥ずかしいぞ。
「途中で俺をはめて笑おうなんて気がないのもわかったし……だから、逆にひっかかってたんだけどね。ごめん、妙に疑り深いんだよ、俺」
「だって、当たり前だよ」
「でも変なとこにこだわってて、リコちゃんがどうしたいのかなんて無視してた。だからリコちゃんが俺の気持ちを確かめに来たとき、俺はぜんぜん、リコちゃんを受け入れる資格なんてなかったんだ」
　あのとき、この事情を知っていればと思う。でも知っていたら、こんな気持ちで彼女と向き合うことはできなかっただろう。
　……真実の一端に、自分で気づいたからこそ。
「だから……全部、俺が悪いんだ」
「そんなことない！」
「うろたえてばっかでさ」
「だって、手、握ってくれたじゃない」
　フラッシュバックする記憶。
　オタク三人組から逃げ出したあと、彼女の手を初めてとった。最初で最後の、あれは。
「嬉しかった。とっても」
「……でも」
「優しかったよ、翔太は」
　優しくなんかない。
　俺は、リコちゃんの気持ちに応えられなかったんだ。優しいわけがない。
「それに……翔太のことをいっぱい知ることができたの。翔太の家族も、エッチな本も、部屋も見ることができた。あんなにいっぱい一緒にいられた、それで、十分」
「そんなわけないだろ！」
　リコちゃんの願いは、たった一日俺といることじゃなかった。ずっとずっと一緒にいることなんだ。これからの先を、ずっと！
「そんなの許さない！　そんなので満足するなんて、俺が許さない！」
「……でも」
「ほら、まだ一日あるだろ？　まだ半分だって！　まだ奇跡は終わっちゃいないんだ！」
「……で、でも、私は翔太に……」
「諦めんなよ！　リコちゃんが諦めちゃったから、俺の世界から消えたんだろ？　奇跡は想いの強さで現実になるんだ！　信じろ！　また戻れる！　俺の世界に、こい！」
「……翔太……でも」
　俺はリコちゃんの手をとった。
　もう離すもんか。
「でも、私のこと……」
「もう疑わない！　俺はずっとリコちゃんと過ごしてきた。発売日に買ってからずっとだ！　そのリコちゃんと同一人物だってわかった今……疑うもんか！　今度は、俺も信じる！」
　ルール違反がなんだってんだ！
　そんなルール誰が決めたんだ！
　奇跡に必要なのはただひとつ、想いの強さのはずだ！
「リコちゃんは、俺の嫁だろ！」
　ぎゅるり、と空が捩れた。
「しょ、翔太っ！」
　巨大な斥力が、俺とリコちゃんを引き剥がそうとする。手は離さない。離さないが、これじゃちぎれてしまう！
「だからリコちゃんも疑うな！　きっと戻れる！　父ちゃんと母ちゃんと姉ちゃんと、じいちゃん、ばあちゃん、夏江さんと一緒に、俺と一緒に、晩飯食うんだろ！」
　竜巻のような強風が間に割り込んできて、リコちゃんの声が聞こえなくなる。口は動いているのに、もはや自分の声すらも掻き消える！　これがルールを破った罰だってか！　この性悪野郎め！　お前が神だとして、ライターが書いたキャラクターだろ！
　でしゃばるなよ！
　リコちゃんの想いに勝てるわけねぇんだ！
　リコちゃんを信じる俺に勝てるわけねぇんだ！
　空に舞い上がった今でも俺は信じる。
　このまま地面に叩きつけられるなんてありえない。
　次の瞬間には戻ってるんだ。俺の部屋に、俺のＰＣの前に！
　だから、リコちゃんも信じてくれ！
　絶対に絶対に……！
　
　

エピローグ
　
　どしゃ。
　いてえ。
　額をさすりながら、俺は顔をあげた。
　俺の部屋、俺のＰＣの前だ。
　……
　ええと。
　寝ちまったのか？
　まいったな。最近寝不足ってわけでもないのに、今日だけで二回も落ちちまった。
　ディスプレイはスリープモードになっている。
　外は真っ暗で、部屋の中も真っ暗だった。
　くそ、八時過ぎてそうだな。貴重な休みがほとんどつぶれてしまった。
　スマートフォンが闇の中で光っていた。
　電気をつけて、布団から拾い上げる。イノスケ、うむ。何用か。
『今度、あの子紹介しろよな』
　……あの子？
　あの子って誰……じゃ、ない。
　誰じゃない！
　見回す。
　部屋を見回す。
　いない。
　いない！
「リコちゃん！」
　覚えてる、覚えてるぞ！
　忘れてない！
　部屋を飛び出す。廊下は暗い。階下から声が聞こえる。
　飛び降りた。あぶね、転ぶとこだった。今に飛び込む。
　母ちゃんと姉ちゃん、じいちゃん、ばあちゃんがいた。
　全員がいっせいにこっちを見た。
「あら、翔太。どうしたの？」
　あ、母ちゃん、熱下がったの？
　じゃなくて……な、夏江さんがいない。
「リコちゃんは、夏江さんは！」
「はあ？」
　姉ちゃんの顔といったら。
「誰よ、それ」
　なんだって！
　そんなバカな！　あるはずがない！　だって、だって俺は覚えてるんだぞ！
　イノスケもリコちゃんのことを覚えてるのに！
　俺は玄関から飛び出す。家の中にいないなら、外にしかいないだろ！
　で、でも、どこだ？
　高梨家か？
「翔太！　お父さん遅くなるって言うから、先に食べるわよ！」
　それどころじゃねえっての！
　いないのか、リコちゃん。
　そんなわけないだろ？
　だって、奇跡は起きてるんだぞ！
　ぎゅる、と空が捩れたような気がした。
　俺を笑っているように感じた。
「……ちくしょう」
　やっとわかったのに。
　全部わかったのに。
　それがこれって、あんまりじゃねぇか。
「ちくしょう、ちくしょう！」
「翔太、うるさい！」
「黙れよバカ！　ちくしょう！」
「バカはあんただよ！」
　玄関から姉ちゃんが出てきて、俺を殴りつけた。半端ない痛さだが、そんなことを気にしてる暇はなかった。
「みんなお前待ってんの。主役でしょうが」
　うるせえ……え？
「こい」
　ずるずると引っ張られるように、家の中に戻る俺。
　その間に、ぴしぴしとなにかが軋む音がして、消えた。
「夏江さん、ごめんなさい。こいつがまた」
　そこに……
　つい十数秒前にはいなかった、夏江さんがいた。
　ほくほくとした笑顔で、俺を見ていた。
「いいじゃないですか、今日くらい。ねえ、翔太君」
　夏江さんの声。
　あ、あれ？
　だって、さっきまでは……
「ごめんね」
　俺の後ろから、声が。
「ちょっと遅れちゃった」
　ゆっくりと振り向くと、
　そこに……よく知った、いや、昨日初めて会った、でも知ってる、女の子が。
　高梨リコが。
　
　
了
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